
与板消防署 

河川 
公園 

楽山苑 

与板支所 

至和島地域 

至長岡ＩＣ 

至寺泊地域 
与板橋 

至長岡市街 

与板歴史民俗 
資　料　館  

至
和
島
地
域
 

信
濃
川 

黒
川 

403

403

与板警察署 
与板小 

与板体育館 

正徳館高 

与板中 

野球場 

至
中
之
島
・
見
附
ＩＣ
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与
板
藩
主
と
な
っ
た
井
伊

家
ゆ
か
り
の
品
々
が
。
そ

の
中
で
も
、
徳
川
家
康
か

ら
藩
祖
井
伊
直
政
が
拝
領

し
た
孔
雀
の
陣
羽
織
は
、

そ
の
重
厚
さ
と
華
や
か
さ

で
見
ご
た
え
十
分
で
す
。

地
域
内
か
ら
出
土
し
た

火
焔
型
土
器
、
与
板
地
域

の
伝
統
的
工
芸
品
「
打
ち

刃
物
」
や
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
の
生
み
の
親
・
中
川
清

兵
衛
の
資
料
、
地
域
出
身

の
日
本
画
家
の
作
品
な
ど
も
展
示

し
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
六
日
�
ま
で
資
料
館

所
蔵
作
品
展
を
開
催
中
。
六
月
十

六
日
�
か
ら
二
十
六
日
�
ま
で
は
、

市
指
定
文
化
財
「
孔
雀
尾
具
足
陣

羽
織
」
の
実
物
を
特
別
公
開
し
ま

す
。

▲畳一枚分もある巨大あぶらげにどんな文字が浮かび
上がるか、注目です

初夏になると、紫、青、白色や薄紅
色など色とりどりに咲くアジサイ。そ
の色は土壌の影響を受け、酸性では青
色が強く、アルカリ性では赤色が強く
なります。日本古来のアジサイは青色
で、語源は「藍色が集まったもの」を
意味する「あづさい（集真藍）」からき
たと言われています。
最も一般的なぽってりとした球状の

アジサイは、日本原産のガクアジサイ
を改良した品種。４片の花びらに見え
る部分はがく片で、実際の花は小さく
がく片の中心にぽつんとある部分です。
与板地域のうまみち森林公園キャン

プ場に上る坂道は、「あじさいロード」
と呼ばれています。地域の庭先から株
分けされたアジサイが道の両側に800

メートルほど連なり、６月下旬からが
見ごろです。

平
成
二
十
一
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
が
与
板
城
主
の

直
江
山
城
守
兼
続
に
決
定
。
与
板

地
域
は
全
国
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
（
詳
し
く
は
三
ペ
ー
ジ
）。

先
人
の
努
力
と
知
恵
を
後
世
に

伝
え
る
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館
。

入
り
口
脇
に
は
、
兼
続
の
銅
像
が

訪
れ
る
人
を
迎
え
ま
す
。
館
内
に

は
、
兼
続
直
筆
の
書
状
や
与
板
城

城
郭
の
模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

上
杉
家
の
執
政
と
し
て
天
下
に
名

高
い
兼
続
の
足
跡
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

栃尾地域の名産品を一堂に集めて紹介する
「とちお自慢市」は、毎年６月の第２日曜日
に道の駅Ｒ290とちおで開催されます。
奇抜でおいしいあぶらげ料理が披露される

「あぶらげ料理コンテスト」は毎年恒例のイ
ベント。40分の制限時間内にアイデアと味を
競い、観客も興味津々で見守ります。
屋外では、1,000食分、大きさが畳１枚分も
ある日本一の巨大あぶらげが作られます。出
来上がると表面に浮かんでくる文字も楽しみ
の一つ。見事揚がった巨大あぶらげは切り分
けられ、観客に無料で配られます。
栃尾の食材を使った食品や地酒の販売、ニッ
ト製品や織物の展示販売をはじめ、陶芸や竹
細工の体験コーナー、フリーマーケットなど
盛りだくさん。今年は６月10日�の開催、み
なさんお出かけください（詳しくは14ページ）。

２５

２５

アジサイ
与板歴史民俗資料館　�72・2021【与板町与板】

２５

と
ち
お
自
慢
市

【
６
月
／
栃
尾
地
域
】

http://www.city.nagaoka.niigata.jp

▲開館時間は午前９時～午後４時30分。入館料
は大人300円、小・中学生は150円です。休館日
は毎週月曜日と年末年始

な
お
え
や
ま
し
ろ
の
か
み
か
ね
つ
ぐ

く
じ
ゃ
く
お

ぐ

そ
く
じ
ん

ば
お
り
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………………  2 
…………  3 

………………………  4 
……………  5 

………………  6 
 

………………………………………  8

………………………………… 10 
…………………………… 12 

……………………………………………… 14 
………… 29 
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市政ニュース 
　東西道路信濃川架橋デザイン決まる 
　長岡の復興住宅　能登復興のモデルに 
　大河ドラマに長岡ゆかりの直江兼続が決定 
　市役所の経営改革　現在進行中 
　五輪銀メダリスト中村真衣さん現役引退 
　市民のアイデアふくらむシティホール 
特集 
　結集！与板の底力 

■まちのほっとフォト 
■長岡まつり参加者大募集 
■お知らせ 
■急患診療のお知らせ・市税などの納期限 
■みんなのひろば 

表紙／和紙の里・山野田で、アメリカ先住民の画家リック・ 
バルトーさんと渋海小学校の子どもたちが、伝統の           
「小国紙」を通して交流（5月1日・小国芸術村会館） 
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平
成
二
十
一
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
は
、
長
岡
ゆ
か
り
の

戦
国
武
将
「
直
江
山
城
守
兼
続
」

を
主
人
公
に
制
作
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）、坂
戸

城
主
長
尾
政
景
の
家
臣
、
樋
口
惣

右
衛
門
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
、
幼

名
を
与
六
。
後
に
上
杉
謙
信
の
養

子
と
な
る
長
尾
景
勝
の
近
習
と
し

て
取
り
立
て
ら
れ
、
そ
の
後
謙
信

の
薫
陶
を
受
け
成
長
し
ま
し
た
。

謙
信
亡
き
後
、
上
杉
家
の
重
臣
、

直
江
家
の
名
跡
を
継
い
で
与
板
城

城
主
と
な
り
、
若
く
し
て
藩
主
上

杉
景
勝
の
執
政
に
。天
正
九
年（
一

五
八
一
）
か
ら
慶
長
三
年
（
一
五

九
八
）
に
か
け
て
、
領
地
の
与
板

を
治
め
ま
し
た
。

平
時
に
お
い
て
は
領
民
を
思
い
、

領
地
の
繁
栄
に
尽
力
し
た
政
治
家

と
し
て
、
戦
乱
の
世
に
お
い
て
は

そ
の
知
略
で
徳
川
家
康
を
も
恐
れ

さ
せ
た
と
い
う
智
勇
兼
備
の
名
将

と
し
て
天
下
に
名
声
を
と
ど
ろ
か

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
漢

詩
や
句
を
残
し
、
当
代
き
っ
て
の

文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

原
作
は
新
潟
県
出
身
の
作
家
・

火
坂
雅
志
さ
ん
の
著
作『
天
地
人
』。

火
坂
さ
ん
は
少
年
時
代
、
市
立
南

中
学
校
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。

南
中
で
は
野
球

部
に
籍
を
置
き
、

愛
用
の
野
球
帽
の

ツ
バ
の
裏
に
は

「
愛
」と
い
う
字
を

書
き
込
む
熱
血
漢

だ
っ
た
そ
う
で

す
。

与
板
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、

肖
像
画
を
は
じ
め
と
す
る
兼
続
の

資
料
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

（
裏
表
紙
に
紹
介
記
事
あ
り
）。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
を
き
っ
か
け

に
、
兼
続
ゆ
か
り
の
他
市
と
連
携

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
、
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

長
岡
東
西
道
路
は
、
震
災
復
興

の
基
幹
道
路
で
あ
り
、
信
濃
川
を

挟
ん
だ
交
通
の
渋
滞
緩
和
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

信
濃
川
橋
り
ょ
う
部
分
の
国
直

轄
に
よ
る
工
事
着
手
に
あ
た
り
、

こ
の
た
び
架
橋
の
デ
ザ
イ
ン
が
決

定
し
ま
し
た
。
市
が
要
望
す
る
平

成
二
十
三
年
の
供
用
開
始
に
向
け
、

ま
た
一
歩
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
は
景
観
面
に
配
慮
し
、

自
然
豊
か
な
大
河
・
信
濃
川
に
調

和
す
る
よ
う
、
シ
ン
プ
ル
で
開
放

的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

維
持
管
理
費
が
あ
ま
り
か
か
ら
ず
、

寿
命
が
長
く
な
る
よ
う
な
構
造
や

デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
コ
ス

ト
を
抑
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

市
は
今
後
も
、
早
期
完
成
に
向

け
、
引
き
続
き
強
力
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

□問
交
通
政
策
課
†

３９
・
2
2
6
7

北
信
越
地
方
六
十
八
市
の
首
長

で
構
成
す
る
「
北
信
越
市
長
会
」

総
会
が
五
月
十
五
・
十
六
日
、
長

岡
市
で
開
か
れ
、
総
会
の
後
参
加

者
は
、
中
越
大
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
山
古
志
地
域
を
視
察

し
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震

で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
輪
島
市
、

七
尾
市
、
珠
洲

す

ず

市

の
三
市
長
は
竹
沢

地
区
の
り
災
者
公

営
住
宅
を
訪
問
。

内
装
や
外
観
な
ど

を
熱
心
に
視
察
し

ま
し
た
。

竹
沢
団
地
市
営

住
宅
は
、
景
観
に

な
じ
む
素
材
と
デ

ザ
イ
ン
を
採
用
し
、

住
む
人
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
も
配
慮

し
た
復
興
住
宅
。

輪
島
市
の
梶
市
長
は
「
こ
れ
ま
で

の
公
営
住
宅
の
概
念
を
覆
さ
れ
た
。

今
日
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
復
興

に
生
か
せ
る
と
確
信
し
た
」
と
語

り
ま
し
た
。

平
成
21
年
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

長
岡
ゆ
か
り
の
直
江
山
城
守
兼
続

が
主
人
公
「
天
地
人
」
に
決
定
！

北
信
越
の
市
長
、
復
興
進
む
山
古
志
を
視
察

長
岡
の
復
興
住
宅

能
登
復
興
の
モ
デ
ル
に

東西道路信濃川架橋 デザイン決まる
早期完成に向け、さらに一歩

早
期
の
供
用
開
始
に
向
け

大
き
く
前
進

自
然
と
の
調
和
を
目
指
し
た

デ
ザ
イ
ン

与
板
城
城
主
、
智
勇
兼
備
の

名
将
と
し
て
天
下
に
名
声

兼
続
ゆ
か
り
の
他
都
市
と

観
光
連
携
な
ど
で
地
域
振
興

原
作
者
は
中
学
生
時
代
を
長
岡

で
過
ご
し
た
火ひ

坂さ
か

雅ま
さ

志し

さ
ん

▲直江兼続銅像（与板歴史民俗資料館前）

▲直江兼続肖像（与板歴史民俗資料館所蔵）

□問
企
画
課
†

３９
・
2
2
0
4

直江山城守兼続エピソード

■兼続愛用のかぶとの前立て（かぶ
との正面の部分）には、「愛」とい
う字があしらわれていました。こ
の「愛」は、戦に関係のない一般
庶民を巻き添えにはしない「愛民
の精神」であるといわれています。

■豊臣秀吉は兼続の人物と器量に惚
れ込み、直臣の武将として召し抱
えようとしましたが、主君・上杉
景勝への「義」を重んじる兼続は、
それを断ったと伝えられます。

■兼続直属の家臣団は「与板衆」「与
板組」と呼ばれ、与板のみならず
会津や米沢に移封後も、藩政を支
えました。

■南化和尚、西笑承兌といった当時
有名な学者でもあった僧とも親交
があり、大変な蔵書家でした。

なん げ お しょう さいしょうしょうたい

長生橋長岡赤十字病院 長岡市役所

▲一人おいて左から、泉谷珠洲市長、武元七尾市長、梶輪島市長、森長
岡市長

信濃川左岸（越路地域飯島付近）から
見た架橋の完成イメージ
彩色は今後決定

信濃川左岸（越路地域飯島付近）から
見た架橋の完成イメージ
彩色は今後決定

な
　
お
　
　
え

や
　
ま
　
し
ろ
の
か
み

か
　
ね

つ
　
ぐ
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平
成
十
七
年
度
か
ら
の
二
年
間

で
、
職
員
を
百
四
十
二
人
削
減
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
職
員
人
件

費
約
十
五
億
円
削
減
と
い
う
成
果

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
の

職
員
数
は
二
千
八
百
二
人
。
平
成

二
十
二
年
四
月
ま
で
に
、
さ
ら
に

五
十
八
人
の
削
減
が
目
標
で
す
。

一
方
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
落
と
さ
な
い
こ
と
が
重
要
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
拠
点
「
西
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
平
日
夜
や

土
・
日
・
祝
日
に
も
営
業
し
て
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
最
小
限
の
職
員
数

で
市
民
満
足
度
の
高
い
市
役
所
運

営
を
実
現
す
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
全
三
十

二
種
類
を
、
時
代
の
変
化
や
市
民

の
納
得
性
と
い
う
観
点
で
点
検
し
、

税
務
手
当
、
徴
収
手
当
、
清
掃
作

業
手
当
な
ど
二
十
三
種
類
を
廃
止
。

職
員
人
件
費
約
二
千
八
百
万
円
を

削
減
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
の

施
設
の
管
理
運
営
を
民
間
企
業
な

ど
に
も
委
ね
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
。
管
理
の
い
っ
そ
う
の
効
率
化

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
者

の
利
便
性
向
上
が
期
待
で
き
る
た

め
、
積
極
的
に
制
度
の
導
入
を
進

め
て
い
ま
す
。

市
立
劇
場
や
厚
生
会
館
な
ど
、

五
十
三
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

管
理
運
営
費
を
約
二
千
七
百
万
円

削
減
で
き
る
見
込
み
で
す
。

平
成
十
九
年
度
は
悠
久
山
野
球

場
な
ど
十
施
設
に
導
入
し
ま
す
。

現
在
活
用
し
て
い
な
い
市
有
地

や
、
長
期
間
貸
し
付
け
て
い
る
土

地
を
売
却
し
、
約
七
億
五
千
万
円

の
収
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
職
員
の
給
与
水
準

を
引
き
下
げ
、
職
員
人
件
費
を
約

二
億
八
千
万
円
削
減
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
新

た
な
収
入
源
を
確
保
す
る
な
ど
、

市
全
体
で
改
革
の
成
果
が
着
実
に

現
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
効
率
的
で
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
質
の
高
い
市
政
運
営
を
進

め
ま
す
。
プ
ラ
ン
の
進
ち
ょ
く
状

況
の
詳
細
は
、
市
役
所
一
階
市
民

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
の
進
め
る
行
政
経
営
改
革
に

つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
提
案
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

□問
行
政
管
理
課
†
３９
・
2
2
0
8

シ
ド
ニ
ー
五
輪
の
銀
メ
ダ
リ
ス

ト
・
中
村
真
衣
さ
ん
が
四
月
二
十

七
日
、
現
役
引
退
を
表
明
し
ま
し

た
。中

村
さ
ん
は
、
四
歳
か
ら
水
泳

を
始
め
、
宮
内
中
学
校
三
年
の
時

に
日
本
選
手
権
女
子
背
泳
ぎ
百
メ

ー
ト
ル
で
優
勝
。
日
本
代
表
に
選

ば
れ
、
以
来
十
二
年
間
に
わ
た
り

ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

世
界
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ

て
も
中
村
さ
ん
の
活
動
の
中
心
は

地
元
長
岡
。
中
越
大
震
災
後
、
十

分
な
練
習
も
で
き
な
い
中
、「
自

分
が
頑
張
る
こ
と
で
、
元
気
な
姿

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
出
場
し

た
翌
年
の
日
本
選
手
権
で
見
事
優

勝
。
長
岡
市
民
に
大
き
な
勇
気
を

与
え
て
れ
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
競
技
を
続
け
な
が

ら
、
市
内
の
小
学
校
で
の
水
泳
指

導
や
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
水
泳
の
振
興
や
地
域
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
中

村
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
も
水
泳
に

関
わ
り
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」

と
”真
衣
ス
マ
イ
ル
“
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

「
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
報
告
し
ま
す

ス
リ
ム
に
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
向
上

市
役
所
の
経
営
改
革
、
現
在
進
行
中

オリンピック銀メダリスト
中村真衣さんが現役を引退

長
岡
市
は
民
間
企
業
の
「
経
営
」
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
、

健
全
な
財
政
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
柱
が
「
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」。

市
は
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
経
営
改
革
を
進
め
、
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
、
18
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

夢と感動をありがとう

▲市民のみなさんへの感謝の気持ちが
込められた直筆のメッセージ

▲メダルを手にがいせんパレード
（平成12年10月15日・大手通り）

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

平成17年度の長岡市のごみのリサイクル率が全国
第５位になりました。これは、環境省が全国約2,500
の市町村などを対象に行った調査によるものです。
ごみのリサイクル率とは、家庭などから出された
ごみのうちどれだけ再生利用されたかを示す割合で
す。長岡市のリサイクル率は38.9パーセントで、全
国平均の19パーセントを大きく上回っています。

平成17年度にリサイクル
率が高まった主な理由は、
プラスチック容器や草の資
源化を進めたほか、中越大
震災で出た災害ごみを徹底
して再生利用したためです。
市は、引き続き、ごみの
再生利用とともに、ごみの
排出量削減を進めます。

長岡市の観光PRの拠点と
なる「まちなか観光プラザ」
が５月22日、厚生会館隣り
にオープンしました。
プラザでは、市内観光や

佐渡市などと連携した広域
観光をアピールするほか、
長岡花火のＴシャツや各地
域の特産品を展示・販売し
ています。営業時間は午前９時30分から午後５時30

分まで。年末年始を除き無休です。 長岡観光・コ
ンベンション協会�32・1187

同じビルの３階には、�山の暮らし再生機構（通称
「LIMO」Life in Motherlandの略）が運営する「山の暮
らしサロン」も開設。人と情報の交流の場として、
ご利用ください。 山の暮らしサロン�30・1213申 問 

申 問 

ごみのリサイクル率全国5位

▲４月にオープンした西サー
ビスセンター

▲指定管理者制度を導入した「農の駅あぐらっ
て長岡」でソーセージづくり

▲約80種類の商品が並ぶ観
光プラザ

▲リサイクルプラザに集め
られたごみは手作業で選別
され、再生利用されます

まちなか観光プラザと
山の暮らしサロンがオープン

職
員
を
減
ら
し

１５
億
円
を
削
減

手
当
を
見
直
し

人
件
費
を
削
減

施
設
管
理
を
見
直
し

経
費
を
削
減

市
有
地
を
売
却
し

収
入
を
確
保

リ　　モ
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厚
生
会
館
地
区
に
生
ま
れ
る
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル
。
平
成
の
公
会
堂

（
厚
生
会
館
の
建
て
替
え
）と
屋
根

付
き
広
場
、
市
役
所
が
一
体
と
な

っ
て
市
民
が
集
い
、
語
ら
い
、
楽

し
む
空
間
で
す
。

建
物
の
ホ
ー
ル
や
ロ
ビ
ー
、
こ

れ
に
続
く
屋
根
付
き
広
場
の
大
空

間
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

四
月
二
十
三
日
と
五
月
二
十
日

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
学
生

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
な

ど
か
ら
約
四
十
人
が
参
加
。「
ゆ
っ

く
り
休
め
る
オ
ー
プ
ン
こ
た
つ
カ

フ
ェ
」「
夜
に
な
る
と
思
い
っ
き
り

ダ
ン
ス
や
音
楽
を
楽
し
め
る
ク
ラ

ブ
に
変
身
」「
各
地
域
の
食
や
酒

を
味
わ
え
る
屋
台
村
」「
ス
ポ
ー
ツ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」

な
ど
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

公
会
堂
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

は
、「
木
な
ど
自
然
素
材
を
使
っ

て
ほ
し
い
」「
か
ま
く
ら
の
よ
う

な
温
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
も
の

を
」「
雁が

ん
木ぎ

を
生
か
し
て
は
ど
う

か
」
な
ど
の
意
見
が
。
ま
た
、「
避

難
所
と
し
て
の
安
全
性
や
環
境
へ

の
配
慮
が
必
要
」
と
の
声
が
出
て

い
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
の
協
働
の
拠
点
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
厚
生
会
館
地

区
。
市
は
、
今
後
も
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
、
広
く
市

民
の
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
そ
れ
ら

を
参
考
に
、
十
二
月
か
ら
基
本
設

計
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
実
施
設
計
な
ど
を
行

い
、
平
成
二
十
三
年
度
に
長
岡
の

新
し
い
「
顔
」
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
が

完
成
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
７
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
・
中
ホ

ー
ル
　
内
容
＝
グ
ル
ー
プ
単
位
で

意
見
を
出
し
合
い
、
発
表
　
対
象

＝
市
内
在
住
で
、
厚
生
会
館
地
区

に
整
備
す
る
広
場
や
ホ
ー
ル
な
ど

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
興
味
の
あ

る
人
　
募
集
人
数
＝
10
人（
先
着
）

６
月
11
日
�
〜
20
日
�
に
厚
生

会
館
地
区
整
備
推
進
室
�
39
・
２

２
９
９
へ

申 問 

集
い
た
い
、
憩
い
た
い
、
食
べ
た
い
、
遊
び
た
い
、
学
び
た
い

市
民
の
ア
イ
デ
ア
ふ
く
ら
む
ま
ち
な
か
の
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

女性にとって結婚式の披露宴は
大切。屋根付き広場で公開ウエデ
ィングをすれば友だちや親族だけ
でなく、広場に来ている人にも晴
れ姿を見てもらえますよね。本人

もいい思い
出になるし、きれいな花嫁姿を目
にした人たちも幸せな気分になれ
ると思います。特に女の子は喜ぶ
んじゃないかな。お嫁さんはあこ
がれですから。
ジューンブライドでも、屋根付

き広場なら雨の心配なし。長岡初
の全天候型の屋外スペースはいろ
いろな使い方ができますね。

まちなかで一生一度の晴れ姿
公開ウエディングもいいかも

中
心
市
街
地
の
あ
り
方
を
考
え
る
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す

�
長
岡
青
年
会
議
所
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
市
民
の
声
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
、
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
含
む
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
長
の
大
原

邦
夫
さ
ん
は
、「
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
整
備
な
ど
、
長
岡
の
ま
ち
な
か
は

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
ま
ち
な
か
を
つ
く
る

た
め
に
、
多
く
の
市
民
か
ら
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。
特
に
若

い
人
か
ら
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

●
共
に
語
り
、
考
え
よ
う
！
「
長
岡
の
ま
ち
な
か
！
」（
無
料
）

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
よ
り
よ
い
「
ま
ち
な
か
」
を

市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

日
時
＝
６
月
21
日
�
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
50
分
　
会
場
＝
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
悠
久
の
間
　
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
長
岡
市
長
、
長
岡
市

議
会
議
員
、
長
岡
青
年
会
議
所
　
定
員
＝
２
０
０
人
（
先
着
）

主

催
・

�
長
岡
青
年
会
議
所
�
34
・
０
０
６
９

申 問 

長岡には、レンコンやあぶらげ、
煮菜など安全でおいしい食べもの
がたくさんあります。これを一堂
に集めた「長岡のお勝手」はどう
でしょう。市内の人だけでなく、
観光客にも喜ばれると思います。
お年寄りの中には、食堂を探し
たり、レストランに入るのが苦手
な人もいます。地元の食べものや
自分の持ってきたおにぎりを食べ
られる場所があるだけでひと安心。
買い物や病院の帰りに循環バスで
ここに寄って食べたり休んだり。
これだから駅前は便利ですよね。

お年寄りはお店探しが難儀。
おにぎりをゆっくりと
食べられる場所があれば

駅前のメリットを生かす。さら
に、無料駐車場が確保できれば大
勢の人が集まってくれると思いま
す。
そこで、地域のまつりや特産品、

歴史をどんどんＰＲ。そうすれば
中心部だけでなく地域ももっと元
気になります。
市民センターで各地域の催しを

やると、それを見た人が本物を見
るために地域に足を運んでいるん
ですよ。シティホールにも地域を
ＰＲする場所があるといいですね。

地域のまつりや特産品を
ＰＲ。中心部だけでなく、
合併地域も盛り上がる

ＢＭＸはアメリカ
で生まれた自転車競
技。全国大会に出
場するために夏場
は空き地を使って練
習していますが、冬
は雪で市外に出かける
しかありません。
ＢＭＸやフットサル、ダンスな
どは、雪が降ると屋外ではできな
くなってしまいます。シティホー
ルには、若い人が大勢の観衆の前
でパフォーマンスができる場所が
欲しいですね。

「
冬
の
オ
ー
プ
ン
こ
た
つ
カ
フ
ェ
」

「
夜
に
な
る
と
ク
ラ
ブ
に
変
身
」

な
ど
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
が
続
々

安
全
性
や
環
境
に
配
慮
し
た

公
会
堂
を

滝口裕美さん
（20代・会社員）

佐藤昭さん(50代・会社員）

大森栄子さん
(60代・保育
サポーター）

長谷川豊さん(左)と川上大貴さん
(20代・ＢＭＸ愛好者）

市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に

12
月
か
ら
基
本
設
計
に
着
手

●
第
4
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加
者
募
集

ＢＭＸやダンス、音楽。
若者が市民の前でのびのび
と活動できる場所が欲しい
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楽
山
亭
は
、
江
戸
時
代
の
豪
商
・
大
坂

屋
三
輪
家
の
十
一
代
当
主
・
三
輪
潤
太
郎

が
明
治
二
十
五
年
、
当
時
の
建
築
技
術
の

粋
を
凝
ら
し
て
建
て
た
別
荘
で
す
。
こ
の

楽
山
亭
を
中
心
と
し
た
庭
園
が
楽
山
苑
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
平
成
七
年
、「
楽
山
亭

を
与
板
町
の
宝
物
に
し
た
い
」
と
住
民
有

志
八
人
で
始
め
た
も
の
。
そ
の
後
、
協
力

者
も
増
え
、
平
成
十
一
年
に
は
住
民
で
つ

く
る
楽
山
苑
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
運
営
委

員
会
が
発
足
。
今
で
は
伝
統
の
十
五
夜
ま

つ
り
と
と
も
に
与
板
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

◇
　
　
　
　
◇

期
間
中
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
盛
り
上

げ
る
茶
会
や
雅
楽
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
。
さ
ら
に
、
与
板
支
所
か
ら
楽
山
苑

に
続
く
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
竹
灯
ろ
う

の
光
の
道
し
る
べ
、
与
板
中
町
の
ア
ー
ケ

ー
ド
二
百
メ
ー
ト
ル
を
灯
ろ
う
で
飾
る
な

ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
仕
掛
け
を
用
意
。

そ
の
分
、
準
備
や
運
営
に
か
か
る
手
間
や

苦
労
は
並
大
抵
で
は
…
。

け
れ
ど
も
、
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
る
人
々

の
表
情
は
い
き
い
き
印
象
的
で
す
。
楽
山

苑
の
清
掃
で
ツ
ツ
ジ
の
枝
ぶ
り
を
丹
念
に

確
認
す
る
木
型
職
人
、
自
ら
の
技
を
生
か

し
て
竹
灯
ろ
う
を
作
る
大
工
さ
ん
、
観
光

客
を
笑
顔
で
ガ
イ
ド
す
る
ご
婦
人
、
心
を

込
め
て
お
茶
を
た
て
る
高
校
生
た
ち
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
延
べ
五
百
人
を
超
え

ま
す
。
皆
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
お
手

伝
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
集
ま
っ
た
地
域
の

人
た
ち
で
す
。

運
営
委
員
会
代
表
の
自
営
業
・
風
間
清

文
さ
ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
、
職
業
、

個
性
あ
る
人
々
の
集
ま
り
な
ん
で
す
よ
。

『
い
い
も
の
を
作
ろ
う
』『
与
板
を
盛
り
上

げ
よ
う
』
と
の
思
い
で
ま
と
ま
っ
て
ま
す
。

子
ど
も
や
孫
が
”与
板
の
誇
り
だ
“
と
胸

張
っ
て
言
え
る
も
の
を
残
し
た
い
。
そ
の

思
い
は
一
緒
だ
ね
」
と
語
り
ま
す
。

今
年
で
十
二
回
目
と
な
っ

た
楽
山
苑
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

地
域
の
誇
り
を
大
切
に
す
る

人
が
い
て
、
そ
こ
に
地
域
の

人
が
集
う
。
地
域
を
愛
す
る

心
と
多
彩
な
力
が
結
集
し
て
、

一
段
と
輝
き
を
増
し
て
い
き

ま
し
た
。

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
振
り

返
り
風
間
さ
ん
は
「
み
ん
な

が
一
つ
に
な
っ
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
携

わ
る
一
人
と
し
て
一
番
う
れ

し
い
こ
と
だ
ね
」。

「楽山亭が宙に浮き上がっているみたい」「きれいなツ
ツジがいっぱい」。訪れた人たちから漏れる感嘆の声。
５月11日から20日まで行われた与板・楽山苑のライト
アップに市内外から大勢の観光客が訪れました。
イベント成功の原動力…、それは与板地域の底力、市
民力とその結集でした。ライトアップの実現に向け奮
闘する与板の人たちの姿を紹介します。

ま
ち
の
誇
り
を
残
し
て
、
与
板
を
元
気

に
、
そ
の
思
い
は
ひ
と
つ

地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
し

地
域
の
力
で
盛
り
上
げ
る

「経験があるから手伝いしましょかねって」
←苑内などを灯した竹灯ろう約60本は、大工職人や竹細工職
人などその道のプロが制作。大工や桶家仕事、鉄工所勤務など
多彩な経験の持ち主・吉荒金治さん（与板町与板）は「（竹灯
ろうが)風流でいいねって喜んでもらえるとうれしいわな」と
黙々と作業に打ち込んでいました

｢できることから参加を｣
→与板中学校の生徒など180人
が手伝ったプランターづくり。
ペチュニアを植えたプランター
200個を、楽山苑から与板小・
中学校を結ぶ沿道に飾りました

「
与
板
の
地
域
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ね
」

↓

楽
山
苑
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

事
業
運
営
委
員
会
の
代
表
・

風
間
清
文
さ
ん
（
与
板
町

与
板
）。「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
ま
ち
を
元
気
付
け
る
大

き
な
き
っ
か
け
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
与
板
の
地

域
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
い
ま
し
た

「
み
ん
な
の
手
で
作
り
上
げ
る
っ
て
の
が
い
い
ん
だ
よ
」

↓

与
板
中
町
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
彩
る
灯
ろ
う
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
作
り
。
会
社
役

員
の
小
林
修
さ
ん
（
与
板
町
与
板
）
は
「
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
地
域
お
こ
し
、
地
域
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
」
と
真
剣

灯
ろ
う
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
が
書
か
れ
ま
し
た
。
中
に
は
「
人
生
に
は
３
つ
の
坂
が

あ
る
。
上
り
坂
、
下
り
坂
、
そ
し
て
ま
さ
か
」
な
ど
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
傑
作
も

結集！
与板の底力
ー楽

ら く

山
ざ ん

苑
え ん

ライトアップに密着しましたー「
私
た
ち
の
お
点
前
で

お
も
て
な
し
を
」

↑

正
徳
館
高
校
の
茶
道
ク
ラ

ブ(

部
長
・
川
上
千
里
さ
ん)

の
部
員
十
人
が
来
苑
者
に
抹

茶
の
お
も
て
な
し
。
日
ご
ろ

練
習
し
た
ゆ
っ
た
り
と
し
た

所
作
の
お
点
前
は
大
好
評

”多
彩
な
力
“の

結
集
で
生
ま
れ
る

楽
山
苑
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

”地
域
を
愛
す
る
心
“と

特集－結集！与板の底力－

↑ライトアップ前の楽山苑の清掃にはボランティア約40人
が参加。木型業の坪井善昭さん（与板町与板）は「(イベン
トの)影の部分を自分の力でお手伝いできれば」と樹齢100
年を超えるツツジの枝ぶりを丁寧に確認していました

↑苑内のガイドやお茶のサービス、パンフレットの配布な
ど運営のすべてをボランティアが。「お客様とは一期一会。
与板にいい印象、楽しい思い出を持ち帰って欲しいですね」
と、洋服デザイナーの経験のある長田直子さん（与板町与
板）。一人ひとりに優しく声をかけていました

「遠くから来る人にも与板の楽しい思い出を」 「遠くから来る人にも与板の楽しい思い出を」 
「みばのいい楽山苑を見てもらいてぇから」 
 
「みばのいい楽山苑を見てもらいてぇから」 

�
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とりどりてまり3,000個
複雑な模様が美しい、栃尾てまりを

一堂に集めた「栃尾てまりまつり」が
開催されました。訪れた人はお寺の本
堂に並んだてまりに見入り、作り方を
尋ねる人も。（５月３日）

色

来
の
自
分
へ
届
け
！

中
越
大
震
災
で
延
期
に
な
っ
て
い
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
設
置
が
、
越
路

河
川
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
９
０
０
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

平
成
27
年
４
月
に
開
封
さ
れ
て
、
届
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。（
４
月
29
日
）

未

の海 みんなできれいに
寺泊の海水浴場を、地域のみなさんやボランティア1,700人が一

斉清掃しました。19トンのごみや流木が集まって、海岸はとても
きれいになりました。（４月29日）

財
たから

うそう、その調子！
東山ファミリーランドで子どもたちが

羊の毛刈りに挑戦。初めての体験にドキ
ドキ。（４月29日）

そ

画の散策
与板地域を散策
しながら名画を鑑
賞する「花と緑と
名画の散策ロード」
で、秘蔵の絵画に
見入る来場者。（５
月12日）

名

の芽、うど、わらび
旬の山菜はいかが？

山古志地域の農家のお母さんたちが山菜の直
売所を開きました。支所前のテントにはとれた
ての山菜がずらりと並び、午前で完売する盛況
ぶりでした。（５月４日）

木

わぁ～すごい
道の駅良寛の里わしま

「もてなし家」でジャグラ
ー・エージさんが大道芸を
披露しました。バランスを
とりながらの曲芸に、観客
は大喜び。（５月６日）

う

けな～い！種れんこん植え付けにはまってます
上通小学校の５年生が中之島地域特産の大口れんこんの植え付けに挑戦し

ました。恐る恐る水田に入った子どもたち。泥に足をとられながらも、笑顔
で作業を進めました。秋には楽しみな収穫が待っています。（５月８日）

動

いっぱい！おめでとう新成人
新成人が企画・進行して、74人が参加した小国地域の成人式。恩師
を囲んで一人ひとりが近況や将来の夢を語り、久しぶりの再会に笑顔
が絶えませんでした。（５月３日）

夢

っ
ぱ
い
の
花
で
、
ま
ち
を
華
や
か
に

三
島
地
域
の
脇
野
町
と
吉
崎
地
区
で
、
住
民
が
道
路
沿
い

に
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
夏
に
は
１
、
０
０
０
株
の
ベ
ゴ

ニ
ア
や
サ
ル
ビ
ア
が
ま
ち
を
彩
り
ま
す
。（
４
月
29
日
）

い
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7月1日 
から 
7月1日 
から 

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分（
雨

天
中
止
）

場
所
＝
柿
川
の
一
之

橋
〜
柿
川
橋
付
近

�
長
岡
青

年
会
議
所
�
34
・
０
０
６
９

時
間
＝
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
50

分
（
予
定
）

参
加
料
＝
無
料

※
団
体
の
場
合
は
、
お
そ
ろ
い
の

浴
衣
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

６

月
22
日
�
ま
で
に
長
岡
商
工
会
議

所
�
32
・
４
５
０
０
へ

★
生
涯
学
習
相
談
室
チ
ー
ム
で

一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か

練
習
日
＝
①
６
月
23
日
②
７
月
７

日
③
14
日
④
28
日
の
各
土
曜
日

時
間
と
会
場
＝
①
③
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
…
市
民
セ
ン
タ
ー
地
下

イ
ベ
ン
ト
広
場
、
②
④
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
…
中
央
公
民
館
和
室

定
員
＝
60
人
（
抽
選
）

参
加
料

＝
１
、０
０
０
円
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
、
保
険
料
な
ど
）

持
ち
物
＝

足
袋
、
草
履
（
浴
衣
と
帯
は
貸
し

出
し
ま
す
）

６
月
18
日
�
ま

で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に

申 問 

申 問 

申 問 

「
民
踊
流
し
参
加
希
望
」、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
を
、
返
信
の
表
に
あ
て
先
を

記
入
し
て
〒
９
４
０
―
０
０
７
２

柳
原
町
２
の
１
生
涯
学
習
相
談
室

�
38
・
６
５
５
２
へ

時
間
＝
午
後
８
時
50
分
〜
10
時（
予

定
）

集
合
＝
午
後
６
時
30
分
に

厚
生
会
館
脇
宝
田
公
園
　
対
象
＝

18
歳
以
上
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
代
）

※
米
百
俵
ハ
ッ
ピ
を

貸
し
出
し
ま
す

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
を
米
百
俵
神
輿
会
・
殖

栗
さ
ん
�
０
９
０
・
６
９
３
７
・

４
６
７
８
、
FAX
35
・
３
６
７
７
へ

集
合
＝
午
後
１
時
と
午
後
７
時

対
象
＝
18
歳
以
上
　
定
員
＝
１
０

０
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

※
大
手
通
商
店
街
の
ハ
ッ
ピ
を
貸

し
出
し
ま
す

７
月
20
日
�
ま

申 問 
申 問 

で
に
大
手
通
商
店
街
事
務
局
�
30

・
５
５
９
０
へ
（
平
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３

時
（
両
日
と
も
）

場
所
＝
ス
ズ
ラ

ン
通
り
　
出
展
料
＝
１
マ
ス（
約
３

ｍ
×
１
・
８
ｍ
）
５
０
０
円（
先
着

１
０
０
マ
ス
）

７
月
31
日
�

ま
で
に
ス
ズ
ラ
ン
通
商
店
街
振
興

組
合
事
務
局
�
32
・
２
４
８
０
へ

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

結
婚
、
誕
生
、
米
寿
な

ど
の
お
祝
い
や
好
き
な
人

へ
の
想
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
し
て
花
火
と
と
も
に
贈

り
ま
せ
ん
か
。
打
ち
上
げ

前
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
が
読
み
上
げ
ま

す
。
ご
本
人
の
声
を
録
音

で
流
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

価
格
＝
４
５
、０
０
０
円
か

ら
　
対
象
＝
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
　
募
集
台
数
＝

２
日
・
３
日
各
５
台
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

打
ち

申 問 

上
げ
時
刻
＝
大
花
火
大
会
開
始
前

の
午
後
７
時
10
分
こ
ろ
（
予
定
）

花
火
の
種
類
＝
４
号
〜
10
号
　
特

典
＝
尺
玉
の
レ
プ
リ
カ
を
進
呈

６
月
20
日
�
ま
で
に
長
岡
ま
つ

り
協
議
会
へ

職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー
マ

イ
ン
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。

価
格
＝
ス
タ
ー
マ
イ
ン
30
万
６
、

０
０
０
円
か
ら
、
大
ス
タ
ー
マ
イ

ン
51
万
円
か
ら
、
ベ
ス
ビ
ア
ス
大

ス
タ
ー
マ
イ
ン
66
万
３
、０
０
０
円

か
ら
、
ベ
ス
ビ
ア
ス
超
大
型
ス
タ

ー
マ
イ
ン
１
３
２
万
６
、０
０
０
円

か
ら

６
月
20
日
�
ま
で
に
長

岡
ま
つ
り
協
議
会
へ

申 問 

申 問 
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■
灯
ろ
う
流
し

８
月
１
日
D
【
前
夜
祭
】

■
大
民
踊
流
し

■
万
燈
み
こ
し

■
大
手
通
り
商
店
街
み
こ
し

８
月
２
日
E
・
３
日
F

【
昼
行
事
】

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

８
月
２
日
E

３
日
F

【
大
花
火
大
会
】

■
大
型
花
火

長岡まつり
参加者
大募集
□問長岡まつり協議会事務局
（大手通２の１の５大手通分室観光課内）
�39・2221、FAX39・3234

長岡まつりの起源

華やかな大花火大会で全国に知ら
れる長岡まつり。その起源は昭和20

年８月１日の長岡空襲にあります。
924トン、約16万発もの焼

しょう

夷
い

弾
だん

の投下
により、旧市街地の８割が焼失。
1,470人を超える犠牲者を出した空
襲の翌年（昭和21年）、慰霊と戦災復
興への気運を高めようと「長岡戦災
復興祭」が開催されます。昭和26年
には復興から発展への願いを込めて
「長岡まつり」と名称を変え、以来、
平和と発展を願う市民の力で多くの
人を魅了する夏の風物詩となってい
ます。

７月10日�までに長岡まつり予約センター�35・9244へ（受け付けは
平日の午前９時～午後５時30分）長岡まつり協議会ホームページ
http://nagaokamatsuri.comからも申し込みできます

申 問 

販売期間＝７月１日�～31日�
販売場所＝市内プレイガイド（島津レコード、大和長岡

店）、市立劇場、リリックホール、長岡観光・
コンベンション協会、ローソンチケット（予
定） ※各金融機関、市民センターなどでは
販売しません

料金＝１枚1,500円（１枚につき１人入場できます。小学
生未満無料。１人何枚でも購入できます）

※購入方法、販売場所などの詳細は、６月中旬以降に長岡
まつり協議会ホームページhttp://nagaokamatsuri.com
と７月号市政だよりでお知らせします

平成18年度長岡まつり収支報告 

収　入 
3億2,409万円 

支　出 
3億2,409万円 

花火玉代　 
観覧施設・打ち上げ施設設営費　 
 
警備・放送・清掃等運営経費 
 
有料観覧席関係経費　 
 
消耗品、パンフレット印刷　 
 
仮設トイレ設置等　 
臨時駐車場・シャトルバス借上料等　 
 
案内看板設置　 
煙火消費賠償保険料 
 
調査委託料・各種手数料等 
 
会津若松交流事業費 
 
水害関係費 

1億1,144万円 
 

4,829万円 
 

3,388万円 
 

1,850万円 
 

1,644万円 
859万円 

 

430万円 
759万円 

 

57万円 
 

359万円 
 

150万円 
780万円 

 

花火行事費 2億6,249万円 

広告掲載、テレビスポット　 
ポスター印刷等 
写真コンクール経費 
駐車場情報掲載　 
 
 

192万円 
136万円 
49万円 
100万円 

 
 

花火 
現金 
市民花火 
広告 

1億3,554万円 
3,081万円 
1,831万円 
20万円 

 
 

駐車場協力金 
各種賦課金等 
 

471万円 
251万円 

 
 

長岡市 
長岡商工会議所 
長岡観光・コンベンション協会補助金 

3,330万円 
50万円 

 

20万円 
 
 

宣伝費 477万円 
寄附金 1億8,486万円 

団体席 
マス席 
イス席 
陸上競技場 

5,748万円 
1,882万円 
1,390万円 
541万円 

 
 

観覧席料 9,561万円 

印刷物、旅費、係員手当等 

寄付懇請費 414万円 

臨時職員手当、事務機器リース料等 

事務局費 1,770万円 

次年度繰越金 300万円 公租公課 60万円 前年度繰越金 240万円 諸収入 722万円 

補助金 3,400万円 

米百俵まつり費 
前夜祭費（民踊流し、みこし等） 
ふれあい広場費 
協賛事業費 
（体育事業、平和の森コンサート、長岡物産館） 
わんぱく広場費 
飲食サービス費 

1,453万円 
995万円 
271万円 
172万円 

 
234万円 
14万円 

 

各部会事業費 3,139万円 

昨年はたくさんのご協賛をいただき、誠にありがとうございました。 
今年もみなさんから喜んでいただけるまつりにするため、ご協力をお願いします。 

今年から、協賛チケットは２日または３
日の日付指定、場所指定（下記参照）で販売します。

◇チケットの種類（観覧場所）
○Ａ信濃川右岸観覧席（長岡駅側大手大橋～長生橋間）
○Ｂ信濃川左岸観覧席（陸上競技場側大手大橋～長生橋間）
○Ｃフェニックス観覧席（信濃川右岸運動公園ソフトボー
ル場内）

※以上３種類を２日・３日に分けて販売（計６種類）

長岡大橋 

●ハイブ長岡 

●長岡赤十字病院 

●県立近代美術館 

大手大橋 

長生橋 

信
濃
川 

●リリックホール 

１ 

５ 
５ 

６ 
４ 

２ ３ 

７ 

１ 陸上競技場スタンド席
料金＝１人2,500円
※花火番組表をご用意します

２ イス席
料金＝１人3,000円（20人以上　　

の団体は１人2,500円）
※花火番組表をご用意します

３ 団体席
料金＝25人用（540㎝×360㎝）60,000円

50人用（540㎝×720㎝）100,000円
※花火番組表をご用意します

４ 河川公園テニスコートマス席
料金＝半マス（180㎝× 90㎝、定員２人）11,000円、

１マス（180㎝×180㎝、定員４、５人）20,000円
（５マス以上利用の場合１マス18,000円）

※簡易座布団、花火番組表、駐車場（１台分）を
ご用意します

５ 身体障害者用駐車場
場所＝信濃川左岸…長岡健康管理センター脇

信濃川右岸…大手大橋下流右岸運動　　
公園へリポート周辺

台数＝右岸・左岸各40台
料金＝自家用車１台1,000円
※自家用車１台につき、身体障害者手帳をお
持ちの人１人の乗車が必要です

６ 右岸指定席（新設）
堤防斜面に座板を階段状に設置します。足

を伸ばしてゆっくりご覧いただけます。
場所＝信濃川河川事務所裏堤防斜面
料金＝１人3,000円
※花火番組表をご用意します

７ サジキ席
料金＝１マス（120㎝×150㎝、定員３～４人）

25,000円

協賛チケットを販売します
（上図○Ａ～○Ｃ 有料自由席券）

有料観覧席発売中
売り切れ間近！お早めに！

6 12-13  07.5.23 8:31 PM  y [ W  1



社会福祉施設等災害 
復旧支援 
 
医療施設等災害復旧 
支援 
 
民俗資料・歴史資料 
保存支援 
 

地域復興デザイン策 
定支援  

 
被災者特別訓練受講 
手当 

事　　業　　名 内　　　　　　　　容 補助対象者 問い合わせ 

被災した社会福祉施設、介護老人保健施設
などの復旧費用を補助（復旧済も対象） 
 
被災した医療施設・設備の復旧費用を補助
（復旧済も対象） 
 
民俗資料や歴史・文化資料などの保存・整
理費用を補助（復旧済も対象） 
 
被災集落などのコミュニティ機能の再生や
地域の復興に関する計画策定に要する経費
を補助 
 
雇用保険失業給付などの支給を受けること
ができない被災者が公共職業訓練を受講す
る場合に手当を支給 

社会福祉法人・医療
法人など 
 

医療施設など  
 

個人または団体  
 

集落および地域団体
など 
  

職業訓練を受講する
人 

福祉総務課 
�39・2217 
 
健康課 
�32・5000 
 
文書資料室 
�36・7832 
 

復興推進室 
�39・2261  
 

公共職業訓練
を行う施設 

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
６
日
�
午
前
11
時
か

ら
　
会
場
＝
隆
泉
寺
（
島
崎
４
７

０
９
）

内
容
＝
越
後
語
り
座
に

よ
る
相
馬
御
風
「
良
寛
さ
ま
」
の

朗
読
と
バ
ン
ブ
ー
サ
ッ
ク
ス
な
ど

の
演
奏

期
日
と
内
容
＝
①
６
月
16
日
�
手

ま
り
づ
く
り
②
24
日
�
笹
だ
ん
ご

③
７
月
１
日
�
ち
ま
き
　
時
間
＝

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

会

場
＝
み
ん
な
の
体
験
館
　
定
員
＝

各
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
①

１
、０
０
０
円
②
③
８
０
０
円（
い

ず
れ
も
延
命
の
湯
「
養
楽
館
」
入

館
料
含
む
）

電
話
で
（
水
曜

日
休
館
）

①
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
０
２
入
門

日
時
＝
７
月
１
日
�
・
７
日
�
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
計
２
回
）

②
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
２
入
門

日
時
＝
７
月
３
日
〜
24
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

（
７
月
17
日
を
除
く
計
６
回
）

◇
　
　
　
　
◇
　

①
②
い
ず
れ
も

定
員
＝
20
人（
先

着
。
５
人
以
下
の
場
合
は
中
止
）

受
講
料
＝
４
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
別
）

①
６
月
11
日
�
〜

22
日
�
②
６
月
11
日
�
〜
26
日
�

栃
尾
地
域
の
自
慢
の
逸
品
や
お

い
し
い
も
の
が
大
集
合
。
巨
大
あ

ぶ
ら
げ
製
作
は
必
見
で
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
　
会
場
＝
道
の
駅
Ｒ
２

９
０
と
ち
お
　
内
容
＝
栃
尾
あ
ぶ

ら
げ
巨
大
揚
げ
の
製
作
・
試
食
会
、

あ
ぶ
ら
げ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
、
バ

ザ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

申 問 
申 問 

ン
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど

栃
尾
観
光
協
会
�
51

・
１
１
９
５

コ
ー
ス
と
期
日
＝
Ａ
コ
ー
ス
…
６

月
27
日
�
、
Ｂ
コ
ー
ス
…
７
月
７

日
�

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
　
定
員
＝
各
30
人

参
加
料
＝
７
０
０
円
　

日
時
＝
７
月
19
日
�
午
前
10
時
〜

正
午
　
定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝

５
０
０
円

◇
　
　
　
　
◇
　

●１
●２
い
ず
れ
も

６
月
15
日
�

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
往
復
は

が
き
の
往
信
の
裏
に
希
望
講
座
名

（
笹
だ
ん
ご
は
希
望
コ
ー
ス
も
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
返
信
の
表
に
あ

て
先
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
０

８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０
農
の
駅

あ
ぐ
ら
っ
て
長
岡
へ 申 問 

申 問 

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時
＝
６
月
26
日
〜
９
月
18
日
の

毎
週
火
曜
日
（
７
月
24
日
・
31
日
、

８
月
14
日
を
除
く
計
10
回
）
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
　
会
場
＝
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
　
対
象
＝
市
内
に

居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
40
歳
未
満

の
人
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
、７
０
０
円

６
月

11
日
�
〜
22
日
�
に
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
へ

普
段
体
験
で
き
な
い
ポ
ニ
ー
の

申 問 

乗
馬
や
世
話
を
通
し
て
、
友
だ
ち

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
７
月
29
日
�
〜
31
日
�

（
２
泊
３
日
）

会
場
＝
蓼
科
ポ
ニ

ー
牧
場
（
長
野
県
茅
野
市
）

内

容
＝
ポ
ニ
ー
乗
馬
指
導
、
野
外
プ

ロ
グ
ラ
ム
　
対
象
＝
小
学
４
年
生

〜
中
学
３
年
生
　
定
員
＝
40
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料

＝
１
６
、０
０
０
円
　

６
月
18
日

�
〜
29
日
�
に
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
９
４
０
―
０
０

８
６
西
千
手
２
の
５
の
１
子
ど
も

家
庭
課
へ
（
申
込
書
は
各
小
・
中

学
校
に
配
布
）

製
造
業
の
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
人
や
新
た
な
試
み
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
人
の
「
も
の
づ
く
り
」

申 問 

現
場
を
体
験
・
取
材
し
、
ラ
ジ
オ

放
送
で
成
果
発
表
し
ま
す
。

活
動
日
＝
夏
休
み
期
間
中
５
、
６

日
程
度
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

ほ
か
　
対
象
＝
中
学
生
　
参
加
料

＝
２
、０
０
０
円

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
23
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室
　
内

容
＝
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
と
ビ
ル
マ
で

の
戦
争
体
験
談

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ

を
平
和
学
習
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

に
分
か
り
や
す
く
語
り
伝
え
る
た

め
、
長
岡
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
人

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
お

借
り
し
た
写
真
は
デ
ー
タ
化
し
、

経
歴
や
体
験
談
な
ど
と
と
も
に
企

画
展
な
ど
で
展
示
し
ま
す
。
な
お
、

写
真
は
一
週

間
程
度
で
お

返
し
し
ま
す
。

長
岡
戦
災

資
料
館
�
36

・
３
２
６
９

申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

長岡市役所 〒９４０－８５０１ 幸町2の1の1 135・1122

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

和
島
支
所
産
業
課

†
74
・
3
1
1
1

●
良
寛
さ
ま
朗
読
ラ
イ
ブ（
無
料
）

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

●
お
り
な
す
パ
ソ
コ
ン
講
座

養
楽
館
（
小
国
地
域
）

†
95
・
3
1
6
1

栃
尾
支
所
商
工
観
光
課

†
52
・
5
8
2
7

栃
尾
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

お
り
な
す

†
51
・
1
3
3
1

FAX
51
・
1
3
3
3

●
観
光
物
産
フ
ェ
ア

「
と
ち
お
自
慢
市
」

農
の
駅
あ
ぐ
ら
っ
て
長
岡

（
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
）

†
34
・
5
3
6
0

●越路ほたるまつり・ほたるファンタジー（無料）
乱舞するホタルの光が幻想的な世界を演出します。

①ほたるまつり
日時＝６月23日�午後４時～９時　
会場＝塚野山牛の首地区、塚山南部地域体育センター
内容＝コーラス、ミュージックベルを聴きながらのホ
タル観賞、ミニコンサート、郷土芸能披露、おにぎり
などの先着プレゼントほか
②ほたるファンタジー
日時＝６月25日�・27日�午後７時～９時　集合＝越
路支所　会場＝塚野山牛の首地区　内容＝ホタル生息
地のガイド　定員＝各60人（先着） ６月８日�から
越路支所産業課内越路ほたるまつり実行委員会事務局
�92・5903へ

●ホタルと友だちになろう「ホタル観察会」（無料）
６月は環境月間です。ホタルと自然環境を観察します。

日時＝６月24日�午後６時から３時間程度（少雨決行）
会場＝越路地域岩田地区（ホタルの里「勝

かつ

保
ぼ

河内
こ う ち

」）
集合＝岩田公民館　定員＝50人（先着。小学生以下は保
護者同伴） ６月８日�から環境政策課�24・0528へ　申 問 

申 問 

市政懇談会を開催します
前より前へ！長岡 地域の未来を語る
市町村合併から２年。合併の効果や魅力あ

る地域づくり、地域の将来像などを市長が各
地域に出向いて語ります。直接会場へどうぞ。

時間＝いずれも午後７時～８時
地域自治振興室�39・2260、各支所地域振

興課
申 問 

金倉山一帯にある「越路かたくりの森」は、標高
250～350ｍから、越後三山や日本海を見渡せます。
春はカタクリの花が咲き誇り、これからは、ブナ、ミズ
ナラなどの新緑やアジサイの花が楽しめます。四季折々
の景観、野鳥の声を聞きながら自然を満喫しませんか。
場所＝越路地域千谷沢地内（小国地域と柏崎市の境界）
概要＝遊歩道全長約５㎞、展望広場、活動広場、イベ

ント広場、あじさい広場などの各種広場（トイ
レ１カ所、駐車場４カ所あり）

越路支所産業課†92・5903申 問 

新潟県中越大震災復興基金事業のメニューが追加されました

震災関連のお知らせ自然観察林「越路かたくりの森」6月1日オープン

�
七
里
美
智
子
ち
ゃ
ん
（
当
時
１
歳
）

昭
和
20
年
８
月
１
日
の
夜
、
母
に
背

負
わ
れ
て
焼
夷
弾
の
嵐
の
中
を
逃
げ

る
が
、
火
傷
を
負
っ
て
亡
く
な
り
ま

し
た
（
写
真
は
生
後
１
０
０
日
頃
）。

し
ょ
う
い

だ
ん

▲アイデアいっぱいのあぶらげ
料理を手際よく作る出場者

▲展望広場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

子
ど
も
家
庭
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
39
・
2
3
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

●
中
学
生
夢
さ
が
し
発
見
塾

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
放
送
局
〜

２

●
ポ
ニ
ー
と
キ
ャ
ン
プ
in
蓼
科

１

●
笹
だ
ん
ご
づ
く
り
講
座

１●
糠ぬ

か

漬
け
講
座

２●
長
岡
空
襲
体
験
者
座
談
会

１●
長
岡
空
襲
な
ど
で
亡
く
な
っ
た

人
の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す

２

金倉神社 

西谷温泉 

長谷川邸 

もみじ園 

信越線 

越路 
支所 

至 
小国地域 

至 
柏崎市 

越路かたくりの森 

来迎寺駅 

塚山駅 

351

404

至
小
千
谷 

越
路
橋 

信
濃
川 

渋
海
川 

６／11b 寺　泊 寺泊文化センターはまなす 

　　12c 三　島 みしま会館 

　　14e 和　島 和島体育館 

　　15f 与　板 与板勤労青少年ホーム 

　　18b 中之島 中之島文化センター 

　　29f 越　路 浦体育館 

７／３c 山古志 山古志会館 

　／
５e 栃　尾

 栃尾産業交流センター 
  おりなす 

　／９b 小　国 小国会館 

期　日 地　域 会　　　場 

庶
務
課

†
39
・
2
2
0
3

合併地
域で 
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な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　
�
39
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
9
時
〜
午
後

6
時
30
分
で
す
。
金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。
展
示
の
初
日
と
最
終
日
は
、
準
備
と
片
付
け
の
た

め
、
展
示
が
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

長岡市役所 〒９４０－８５０１ 幸町2の1の1 135・1122

●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み
ん
な
で
築
く
地
域
の
農
業
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
15
日
�
午
後
７
時
〜

８
時
45
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場

出
演
＝
劇
団
ぜ
ん
と
よ
う
よ
う
く

ら
ぶ
　

農
政
課
、
各
支
所
産
業

課（
栃
尾
支
所
は
農
林
課
）、
最
寄

申 問 

り
の
Ｊ
Ａ
、市
立
劇
場
ま
た
は
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
整
理
券
を
配
布

日
時
＝
６
月
27
日
か
ら
毎
月
第
４

水
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
　
講
師

＝
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
・

楡
金

に
れ
が
ね

末
子
さ
ん
　
受
講
料
＝
４
カ

月
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
、
入
館

料
別
）

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
週
月
・
金
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
　
種
目
＝
卓
球
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ほ
か
　
対
象
＝
市
内
に
居
住
ま

た
は
勤
務
す
る
お
お
む
ね
50
歳
以

上
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

年

会
費
＝
５
０
０
円
（
入
館
料
別
）

持
ち
物
＝
内
履
き

期
日
＝
７
月
26
日
�
〜
８
月
１
日

�
（
７
月
30
日
を
除
く
計
６
回
）

時
間
＝
Ａ
班
…
午
前
10
時
15
分
〜

11
時
15
分
、
Ｂ
班
…
午
前
11
時
15

分
〜
午
後
０
時
15
分
（
班
分
け
は

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
が
し
ま
す
）

対
象
＝
小
学
生

定
員
＝
60
人（
多

数
の
場
合
抽
選
し
、
結
果
を
郵
送
）

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

６
月
30
日
�
ま
で（
必

着
）
に
、
は
が
き
に
教
室
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

９
４
０
―
０
０
３
３
今
朝
白
１
の

１
の
１
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

申 問 

17 市政だより　2007.6 16市政だより　2007.6

「青少年健全育成のつどい」講演会（無料）

日時＝７月20日�午後６時30分から　会場＝
リリックホール・シアター　講師＝作家・家
田荘子さん　演題＝「今、子どもたちが思っ
ていること…大人の知らない子どもたち」
定員＝450人（先着。聴講券が必要） 聴講券
の配布場所＝６月18日�から、子ども家庭課
（健康センター１階）、市民の声情報室（市役
所１階）、市民センター、教育委員会各分室で
（Ｅメールkodomo@city.nagaoka.lg.jpでも受け
付けます） 子ども家庭課�39・2300

毎年７月は「社会を明るくする運動強調月間」
子どもたちの健やかな成長と犯罪のない明るい社会を、街頭キャン
ペーンで呼びかけます。
日時＝７月７日�午後１時から　場所＝市民センター前
長岡地区保護司会�36・4333申 問 

申 問 
▲家田荘子さん

農
政
課

†
39
・
2
2
2
3

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
な
ん
じ
ょ
す

っ
ぺ
、お
ら
ほ
の
集
落
」（
無
料
）

長
岡
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

†
46
・
５
０
０
２

●
絵
手
紙
教
室
会
員
募
集

１●
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

追
加
募
集

２

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

●
楽
し
い
教
室
（
初
心
者
水
泳
・

後
期
）
募
集

期
間
＝
６
月
20
日
�
〜
25
日
�

期
間
＝
６
月
27
日
�
〜
７
月
２
日
�

期
間
＝
７
月
４
日
�
〜
９
日
�

日
時
＝
６
月
７
日
�
〜
10
日
�
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
地

下
イ
ベ
ン
ト
広
場

日
時
＝
６
月
12
日
�
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広

場期
日
＝
６
月
12
日
�
〜
25
日
�

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

日
時
＝
６
月
13
日
�
〜
20
日
�
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
地

し
ゅ
ん

互
尊
文
庫
が
お
薦
め
絵
本
や
育

児
書
の
紹
介
・
貸
出
を
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
20
日
�
午
前
11
時
〜

正
午
　
持
ち
物
＝
図
書
貸
出
カ
ー

ド
（
カ
ー
ド
が
な
い
人
は
当
日
作

成
で
き
ま
す
。
保
険
証
や
免
許
証

な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

期
日
と
内
容
＝
６
月
15
日
�
・
27

日
�
…
お
母
さ
ん
の
悩
み
聞
き
ま

す
、
７
月
５
月
�
…
子
育
て
中
の

家
庭
内
の
困
り
ご
と
　
時
間
＝
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
運
動
遊

び
、
手
遊
び
や
サ
ー
ク
ル
同
士
で

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
。

日
時
と
会
場
＝
①
６
月
21
日
�
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
…
リ
リ
ッ
ク

会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

の
し
ゃ
べ
り
場
で
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
直
接
会
場
（
わ
い
わ
い

ル
ー
ム
）
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７

月
５
日
�

午
前
11
時

か
ら
１
時

間
程
度

講
習
修
了
者
に
「
普
通
救
命
講

習
修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
２
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分
　
会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
30
人
（
先

着
）

※
保
育
あ
り
（
定
員
10
人
。

生
後
６
カ
月
以
上
。
要
予
約
）

６
月
25
日
�
ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務

局
へ

申 問 

下
イ
ベ
ン
ト
広
場

日
時
＝
６
月
24
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
　
会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン

ト
広
場

世
界
の
現
状
や
国
際
協
力
の
実

態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

あ
な
た
も
世
界
を
身
近
に
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
10
日
�
午
前
９
時
〜

正
午
（
計
７
回
。
２
回
目
以
降
は

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
内
容
＝
第

１
回
…
な
ぜ
国
際
協
力
が
必
要
か

〜
世
界
が
必
要
と
す
る
人
材
〜

講
師
＝
第
１
回
…
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
松

本
淳
さ
ん
　

地
球
広
場
に
あ
る

申
込
書
で
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
ま

た
は
持
参

中
国
語
や
中
国
の
文
化
な
ど
に

興
味
の
あ
る
人
は
、交
流
会「
ク
ラ

申 問 

ブ
チ
ャ
イ
ナ
」
に
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

中
国
語
の
レ
ベ
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時
＝
６
月
30
日
�
午
後
２
時
か

ら
２
時
間
程
度
（
次
回
以
降
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

会
場

＝
地
球
広
場

６
月
25
日
�
ま

で
に
地
球
広
場
に
あ
る
申
込
書
で

国
際
交
流
・
国
際
協
力
の
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
運
営
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
会
員
相
互

で
国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。

６
月
30
日
�
ま
で
に
地
球
広
場

に
あ
る
登
録
用
紙
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
サ
ー
ク
ル
代
表

も
怖
く
な
い
？！
ち
ょ
っ
と
し
た
コ

ツ
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
６
月
26
日
�
・
27
日
�
午

前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
２
０
２

会
議
室
　
講
師
＝
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
中
村
容
子
さ
ん
　
定
員
＝

20
人
（
先
着
）

６
月
19
日
�

申 問 

申 問 

申 問 

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
へ
。
一
時
保

育
（
６
カ
月
〜
小
学
校
低
学
年
）

は
６
月
12
日
�
ま
で
に
要
予
約

日
時
＝
６
月
22
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
２
０
２

会
議
室
　
講
師
＝
長
岡
保
健
所

生
活
衛
生
課
長
・
新
井
田
良
平

さ
ん
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

電
話
で

申
し
込
み
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
当
日
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

①
ふ
れ
合
い
音
楽
マ
ジ
ッ
ク

音
楽
療
法
士
が
豊
か
な
触
れ
合

申 問 

い
タ
イ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
28
日
�
午
前
11
時
か

ら
１
時
間
程
度
　
対
象
＝
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

②
星
に
願
い
が
届
く
か
な

日
時
＝
７
月
４
日
�
午
前
11
時
〜

正
午
　
対
象
＝
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
　
定
員
＝
30
組
（
先
着
）

６
月
15
日
�
〜
29
日
�

日
時
＝
６
月
13
日
�
・
20
日
�
午

前
11
時
か
ら
45
分
程
度

対
象
＝

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
＝

リ
ズ
ム
体
操
や
手
遊
び
な
ど

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
12
日
�
・
25
日
�
、
７

月
６
日
�
午
前
11
時
か
ら
１
時
間
程

度
　
対
象
＝
１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ

の
保
護
者
、妊
婦

持
ち
物
＝
わ
い

わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会
の
パ
ス
ポ
ー
ト

（
初
め
て
の
人
は
当
日
渡
し
ま
す
）

申 問 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
地
下
）
ほ
か

●
う
ぐ
い
す
の
会
絵
手
紙
交
流
会

２●
油
彩
「

」
展

４ ●
絵
画
「
わ
く
わ
く
子
供
展
」

３ ●
木
工
工
芸
展

（
飾
衝
立

つ
い
た
て

･
飾
屏
風

び
ょ
う
ぶ)

２●
子
育
て
相
談

５ ●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
絵
画
教
室

渡
辺
巳み

之の

治は
る

・
健
司
「
二
人
展
」

１

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

w
ill@
city.nagaoka.lg.jp

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆

お
絵
か
き
タ
イ
ム

２

●
長
岡
市
美
術
協
会

市
民
写
生
会
展
覧
会

１

●
女
性
の
た
め
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
講
座
「
ま
あ
る
く
お
さ
ま
る

話
し
合
い
の
コ
ツ
」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座
「
知
っ
て
お
き

た
い
食
品
の
安
全
と
安
心
」
〜

添
加
物
･
食
中
毒
･
食
品
表
示
〜

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

１

●
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

３

●
ミ
ニ
図
書
館
が
や
っ
て
く
る
！

４

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
ば

２

ホ
ー
ル
・
第
１
ス
タ
ジ
オ
②
６
月

26
日
�
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
…

市
民
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ
（
ど
ち

ら
か
１
日
の
み
）

対
象
＝
親
子

サ
ー
ク
ル
の
親
子
（
未
入
会
の
親

子
も
参
加
で
き
ま
す
）

定
員
＝

各
35
組
（
先
着
）

①
６
月
18

日
�
ま
で
②
25
日
�
ま
で

い
ず
れ
も
、
会
員
以
外
の
人
も

参
加
で
き
ま
す
。

申 問 

●
長
岡
囲
碁
連
盟
　
文
部
科
学
大

臣
杯
小
・
中
学
校
囲
碁
団
体
戦

県
大
会

５国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

●
平
成
19
年
度
「
地
球
市
民
の
会
」

会
員
募
集
（
無
料
）

３

●
未
来
市
民
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
７
（
無
料
）

１

6/10(日）「市民活動団体助成事業」
公開審査会

18団体が、助成を希望する事業
や活動を発表します。見学は自由
です。お気軽に直接会場へどうぞ。
時間＝午前９時30分～午後３時30分
会場＝202・203会議室　

ながおか市民センター�39・2763申 問 

▲昨年の公開審査会で

●
親
子
サ
ー
ク
ル
よ
っ
と
い
で
！

６

ことばの教え方講座（無料）
外国籍市民への日本語の教え方を学びませんか。

どなたでも参加できます。
日時＝６月30日�午後１～５時　会場＝市民センタ
ー202・203会議室　講師＝�国際日本語普及協会・
松尾恭子さん 定員＝50人（先着） 6月11日�
～27日�に	長岡市国際交流協会�39・2714へ

申 問 

▲農地を守るためにみんなが奮闘！

●
和
紙
人
形
展
「
川
中
島
」

３

●
あ
な
た
も
中
国
語
で
交
流
し
ま

せ
ん
か
（
無
料
）

２

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
４
階
）

1
３９
・
２
８
６
０

●
乳
幼
児
の
た
め
の
救
急
法
講
習

会
（
３
時
間
コ
ー
ス
）

１

女と男のパートナーシップを考える情報誌
「あぜりあ」22号ができました

市民の企画・編集による「あぜりあ」。今回の特集は
「家事と家族の幸せな関係～見つけよう！“我が家流”～」
です。市民センター、市内各図書館、各地区コミュニ
ティセンター、各支所などで無料配布しています。
男女平等推進センター・ウィルながおか�39・2746申 問 
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会
場
の
記
載
の
な
い
も
の
は
す

べ
て
中
央
公
民
館
で
す
。

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
６
月

11
日
�
か
ら
で
す
。

順
次
、
開
催
講
座
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
（
保
育
あ
り
。
お
お
む
ね

１
歳
以
上
、
講
座
開
始
の
10
日
前

ま
で
に
要
予
約
）。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
＝
中
央

公
民
館
、
生
涯
学
習
相
談
室
（
柳

原
分
庁
舎
内
）、市
民
セ
ン
タ
ー
１

階
、
市
役
所
１
階
市
民
情
報
ラ
ウ

ン
ジ
、
各
図
書
館
、
各
支
所
教
育

委
員
会
分
室
ほ
か

①
社
会
現
象
に
見
る

子
ど
も
の
世
界

子
ど
も
の
い
じ
め
に
よ
る
自
殺

や
親
を
も
殺
害
す
る
事
件
の
背
景
、

地
域
や
家
庭
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
子
ど
も
の

環
境
を
探
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
25
日
�
、
７
月
２
日

�
・
９
日
�
・
17
日
�
・
23
日
�

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
計
５
回
）

講
師
＝
新
潟
青
陵
大
学
教
授
・
碓

井
真
史
さ
ん
ほ
か

定
員
＝
30
人（
先

着
）
受
講
料
＝
２
、５
０
０
円

②
韓
国
を
食
べ
よ
う

韓
国
の
食
文
化
を
通
じ
、
そ
こ

に
住
む
人
々
の
考
え
方
や
生
き
方

を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
６
月
27
日
〜
７
月
18
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
（
計
４
回
）

会
場
＝
長
岡
大

学
　
講
師
＝
長
岡
大
学
准
教
授
・

權
五
景
（
ク
ォ
ン
　
オ
ー
ギ
ョ
ン
）

さ
ん
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
２
、０
０
０
円

③
キ
ョ
ロ
ロ
に
学
ぶ
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

十
日
町
市
立
里
山
科
学
館
「
森

の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
で
展
開
さ
れ

て
い
る
、
最
新
の
情
報
技
術
を
駆

使
し
た
住
民
参
加
型
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
27
日
〜
７
月
25
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
計
５
回
）

講
師
＝
長
岡
技

術
科
学
大
学
助
教
・
中
平
勝
子
さ

ん
ほ
か
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
２
、５
０
０
円

④
イ
タ
リ
ア
の
美
術

〜
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
〜

西
洋
の
美
術
、
特
に
中
世
や
ル

ネ
サ
ン
ス
時
代
の
絵
画
に
描
か
れ

て
い
る
画
家
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
解
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
29
日
〜
７
月
27
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
計
５
回
）

会
場
＝
長
岡
造

形
大
学
　
講
師
＝
長
岡
造
形
大
学

教
授
・
石
原
宏
さ
ん
　
定
員
＝
30

人
（
先
着
）

受
講
料
＝
２
、５
０

０
円充

実
し
た
人
生
設
計
と
仲
間
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
（
計
５
回
）。

時
間
＝
①
〜
④
午
後
７
時
〜
９
時

⑤
午
後
２
時
〜
５
時
　
会
場
＝
①

〜
④
中
央
公
民
館
⑤
中
央
図
書
館

講
堂
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円

※
⑤
の
み
無
料
で
、
１
０
０
人
ま

で
参
加
可

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
ば
ら
ま
つ
り
期
間

中
の
土
・
日
の
み
午
後
６
時
30

分
ま
で
）

入
園
料
＝
大
人
４

０
０
円
、
小
・
中
学
生
80
円

駐
車
料
＝
普
通
車
３
１
０
円
、

二
輪
車
１
０
０
円

３
３
９
品
種
１
、８
０
０
本
の

バ
ラ
が
華
麗
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

各
種
ク
ラ
フ
ト
教
室
（
土
・

日
の
み
）、
ば
ら
関
連
グ
ッ
ズ

（
ば
ら
ア
イ
ス
、
苗
木
な
ど
）
の

販
売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
国
際
香
り
の
ば
ら

新
品
種
コ
ン
ク
ー
ル

国
内
外
の
作
出
家
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
33
品
種
を
公
開
。
来

園
者
に
よ
る
人
気
投
票
で
長
岡

市
長
賞
を
選
び
ま
す
（
秋
に
表

彰
し
ま
す
）。

◆
ば
ら
講
習
会
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
10
日
�
午
前
10
時

〜
正
午
　
講
師
＝
新
潟
ば
ら
会

会
長
・
石
川
直
樹
さ
ん
　
内
容

＝
夏
・
秋
の
栽
培
・
管
理
　
定

員
＝
80
人
（
当
日
先
着
）

◆
森
の
音
楽
会
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
10
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
　
内
容
＝
フ

ル
ー
ト
、
ギ
タ
ー
な
ど
に
よ
る

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
演
奏

日
時
＝
６
月
10
日
�
午
後
０
時

30
分
〜
３
時
　
集
合
＝
花
と
緑

の
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

内
容
＝
樹
木
の
成
長
を
観
察

家
族
で
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
23
日
�
正
午
〜
24

日
�
正
午
　
定
員
＝
１
０
０
人

（
先
着
）

参

加
料
＝
高
校

生
以
上
１
、５

０
０
円
、
小

・
中
学
生
５

０
０
円
、
幼

児
４
０
０
円

６
月
17
日

�
ま
で

申 問 

夏
の
夜
空
を
彩
る
長
岡
大
花
火
。

花
火
の
見
方
が
変
わ
る
か
も
。

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

定
員
＝
70
人
（
先
着
）

着
方
と
帯
結
び
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
11
日
�
・
18
日
�
・

25
日
�
の
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
１
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

持

ち
物
＝
浴
衣
、
帯
ほ
か

本
立
て
、
ミ
ニ
い
す
、
整
理
ば

こ
の
中
か
ら
親
子
で
１
つ
選
ん
で

作
り
ま
す
。
道
具
は
す
べ
て
準
備

す
る
た
め
、
持
参
不
要
で
す
。

日
時
＝
７
月
14
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
　
講
師
＝
長
岡
建
築
協

同
組
合
の
み
な
さ
ん
　
定
員
＝
親

子
25
組
（
先
着
）

材
料
費
＝
１

セ
ッ
ト
１
、０
０
０
円

長
岡
野
鳥
の
会
会
員
と
一
緒
に
、

歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
24
日
�
午
前
６
時
〜

９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

枡
形
山
　
集
合
＝
枡
形
山
自
然
公

園
駐
車
場
（
山
頂
下
の
管
理
棟
脇
）

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具
、
双
眼
鏡
な
ど

６
月
21

日
�
ま
で

○
ホ
タ
ル
の
夕
べ

日
時
＝
６
月
９
日
�
〜
30
日
�
午

後
７
時
10
分
か
ら

○
樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
木
の
葉
）

日
時
＝
６
月
10
日
�
午
前
10
時
か

ら
　

◇
　
　
　
　
◇

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
入
園
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

入
園
料
＝
大
人
４
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
50
円
、
幼
児
無
料

申 問 

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と

市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
お
よ
び
市
立
劇
場
で
は
、

郵
送
に
よ
る
販
売
も
行
い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学

４
年
生
〜
高
校
生
で
す
（
多
数

の
場
合
抽
選
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

漫
才
日
本
一
決
定
戦
「
Ｍ
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、
笑
い
の

旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
若
手
芸

人
た
ち
が
長
岡
に
集
結
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
29
日
�
①
午
後
１

時
か
ら
②
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場
　
料
金
＝
全

席
指
定
４
、０
０
０
円
　
出
演
＝

笑
い
飯
ほ
か

ア
ニ
メ
「
千
と
千
尋
の
神
隠

し
」
の
原
案
に
な
っ
た
、
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
小
説
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
26
日
�
午
後
４
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
料
金
＝

全
席
指
定
２
、０
０
０
円
（
４
歳

か
ら
入
場
可
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売

日
＝
６
月
20
日
�

日
時
＝
９
月
５
日
�
午
後
７
時
か

ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
料
金
＝
全

席
指
定
２
、０
０
０
円
　
曲
目
＝
シ

ョ
パ
ン
／
12
の
練
習
曲
Op.
10
第
12

番
ハ
短
調
「
革
命
」
ほ
か
　
チ
ケ

ッ
ト
発
売
日
＝
６
月
８
日
�

青

少
年
招
待
＝
50
人
（

６
月
８
日

�
〜
７
月
９
日
�
必
着
）

日
時
＝
９
月
23
日
�
午
後
３
時
か

ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
料
金
＝

Ｓ
席
５
、０
０
０
円
、
Ａ
席
４
、０
０

０
円
、
Ｂ
席
３
、０
０
０
円
　
出
演

＝
シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
　
指
揮
＝
佐
渡
裕
（
シ
エ

ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

首
席
指
揮
者
）

ゲ
ス
ト
＝
越
智

順
子
（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）、
則
竹
裕
之

（
ド
ラ
ム
）、
白
石
准
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目
＝
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
／
「
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」
よ
り
�
老
婆
の

タ
ン
ゴ
�、「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド

・
ス
ト
ー
リ
ー
」
よ
り
�
サ
ム
ウ

エ
ア
�
ほ
か
　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
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＝
６
月
16
日
�

青
少
年
招
待

＝
50
人
（

６
月
16
日
�
〜
７

月
２
日
�
必
着
）

初
め
て
の
人
も
楽
し
め
ま
す
。

日
時
＝
８
月
11
日
�
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
会
場
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
第
１
ス
タ
ジ
オ

対
象
＝
小
学
１
年
生
〜
３
年
生

定
員
＝
30
人
（
多
数
の
場
合
抽

選
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）

講
師
＝
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
・
イ
ッ

ツ
フ
ォ
ー
リ
ー
ズ
所
属
俳
優
　

６
月
20
日
�
〜
７
月
15
日
�

に
は
が
き
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

体
験
希
望
、
参
加
者
名
、
学
年
、

保
護
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
２
１

０
８
千
秋
３
の
１
３
５
６
の
６

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
へ

申 問 

申 問 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

●
な
が
お
か
市
民
大
学

講
座
募
集
開
始

１●
夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花

〜
長
岡
大
花
火
〜
（
無
料
）

３●
う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
ゆ
か
た
コ
ー
ス
」

４
中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.niiga

ta.jp

�
全
14
講
座
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
で
き
ま
し
た

●
も
う
ひ
と
つ
の
人
生

２ 

期
日 

内
容
と
講
師 

充
実
し
た
時
間
の
獲
得

に
向
け
て 

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
・
小
林
秀
夫
さ
ん 

① 

６／21e

さ
わ
や
か
体
操
で
健
康

づ
く
り 

新
潟
大
学
名
誉
教
授
・
林

利
八
さ
ん 

② 

28e

江
戸
時
代
の
隠
居
か
ら

学
ぶ
〜
長
岡
藩
で
は
〜 

郷
土
史
研
究
家
・
本
山
幸

一
さ
ん 

④ 

12e

第
１
部
…
公
開
講
演
会 

「
人
生
を
楽
し
く
生
き
る

た
め
に
は
」実
践
女
子
短

期
大
学
教
授
・
薗
田
碩
哉

さ
ん 

 

第
２
部
…
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
私
の
第

二
の
人
生
」 

※⑤ 

21g

楽
し
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ「
老
後
と
お
金
」の
各

国
事
情 

元
長
岡
大
学
教
授
・
早
川

博
之
さ
ん 

③ 

７／５e

期
日 

内
容
と
講
師 

長
岡
大
花
火
に
魅
せ
ら
れ
た

男 花
火
師
・
鈴
木
明
朗
さ
ん 

６／26 
c

長
岡
大
花
火
の
歴
史 

長
岡
歯
車
資
料
館
長
・
内
山

弘
さ
ん 

７／３ 
c

長
岡
大
花
火
は
な
ぜ
美
し
い

か 河
井
継
之
助
記
念
館
長
・
稲

川
明
雄
さ
ん 

10 
c

●
親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
親
子
で
木
の
工
作
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
」

５

国
営
越
後
丘
陵
公
園

□問
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
†

４７
・
8
0
0
1

●
６
月
17
日
（日）
ま
で

ば
ら
ま
つ
り
開
催
中
！

１ ●
ば
ら
講
習
会

３

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

３ ●
サ
ン
デ
ー
里
山
ガ
イ
ド

（
無
料
）

２

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
†

２９
・
7
7
1
5

●
Ｍ
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
ツ
ア
ー
ス

ペ
シ
ャ
ル
’07in

N
agaoka

１●
リ
リ
ッ
ク
あ
そ
び
の
国
２
０
０
７

市
民
企
画
公
募
型
事
業
　
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
霧
の
む
こ

う
の
ふ
し
ぎ
な
町

２

●
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
vol.
10

仲
道
郁
代
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
ピ

ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

３●
佐
渡
裕
指
揮

シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
会

４

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
っ
て
な
〜
に
？
」

５

▲佐渡裕

雪
国
植
物
園
†
46
・
0
0
3
0

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

▲完成作品はこれ

日時＝６月８日�～17日�午前９時～午後５時（月曜日休館。
金曜日は午後６時30分まで） 会場＝県立近代美術館　入場
料＝一般450円（前売400円）、大学生以下は無料　 生涯学習
文化課�32・5110または新潟日報社事業局文化事業部�
025・378・9261

申 問 

新潟県美術展覧会長岡展

▲ピエールドゥロンサール

0706 s › 18-19.qxd  07.5.23 7:02 PM  y [ W  1



印
象
派
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
画

家
に
よ
る
版
画
作
品
約
１
３
０
点

を
展
示
し
ま
す
。
油
彩
画
と
は
一

味
違
っ
た
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
６
月
２
日
�
〜
７
月
８
日

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月
曜

日
休
館
）

観
覧
料
＝
一
般
７
０

０
円
、
高
校
生
・
大
学
生
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
楽
し

め
ま
す
。

日
時
＝
６
月
23
日
�
・
30
日
�
、７

月
７
日
�
午
後
１
時
〜
４
時
（
計

３
回
）

会
場
＝
同
館
ア
ト
リ
エ

内
容
＝
ハ
ガ
キ
大
の
作
品
２
点
を

異
な
る
技
法
で
制
作
　
講
師
＝
版

画
家
・
鈴
木
晃
さ
ん
　
対
象
＝
高

校
生
以
上
　
定
員
＝
15
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
　
持
ち
物

＝
下
絵
と
な
る
写
真
数
点
、
ぼ
ろ

布
、
新
聞
紙
、
軍

手
、
汚
れ
て
も
よ

い
服
装

６
月

12
日
�
か
ら

日
時
＝
６
月
23
日
�
午
後
１
時
〜

１
時
30
分
　
会
場
＝
栃
尾
美
術
館

展
示
室
１
　
講
師
＝
版
画
家
・
鈴

木
晃
さ
ん
　
※
当
日
の
観
覧
券
が

必
要来

年
度
使
用
の
高
校
教
科
書
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
15
日
�
〜
29
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
６

時
（
土
・
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

会
場
＝
教
育
セ
ン

タ
ー
（
三
和
２
）

す
べ
て
無
料
。
直
接
会
場
へ
ど

う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
13
日
�
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

申 問 

講
座
室
１
　
テ
ー
マ
＝
ト
ミ
ー
・

ウ
ン
ゲ
ラ
ー
の
作
品
「
す
て
き
な

三
に
ん
ぐ
み
」
な
ど

日
時
と
内
容
＝
①
６
月
12
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
40
分
「
三
悪
人
」

（
'26
年
ア
メ
リ
カ
）
②
23
日
�
午

後
２
時
〜
３
時
50
分
「
嵐
が
丘
」

（
'39
年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝
中

央
図
書
館
講
堂
　
定
員
＝
１
９
０

人
（
先
着
）

読
書
感
想
や
体
験
な
ど
を
話
し

合
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
22
日
�
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
　
テ
ー
マ
＝
樋
口
一
葉

著
「
十
三
夜
」

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す（
親

子
で
の
参
加
も
可
）。

日
時
＝
６
月
30
日
�
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
栃
尾
体
育
館
　
内

容
＝
手
軽
に
で
き
る
健
康
・
体
力

づ
く
り
、
運
動
遊
び
（
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、

内
履
き
　

６
月
22
日
�
ま
で

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
指
導
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」

資
格
取
得
の
た
め
の
単
位
が
取
得

で
き
ま
す
。

日
時
＝
６
月
22
日
〜
７
月
20
日
の

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
45

分
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
会
議
室

ほ
か

内
容
＝
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
基

申 問 

礎
知
識（
講
義
と
実
技
）

対
象
＝

高
校
生
以
上
　
定
員
＝
30
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

６
月
15
日

�
ま
で

長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
が
指
導
・

介
助
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
リ
フ
ト
付
き
福
祉
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
30
日
〜
７
月
28
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
　
対
象
＝
心
身
障
害
児
・
者
で
、

主
治
医
か
ら
水
泳
を
許
可
さ
れ
て

い
る
人
　
定
員
＝
20
人
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

６
月
18
日
�
ま

で

申 問 

申 問 

妊
娠
や
出
産
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
相
談
し
た
り
す
る
場
で
す
。

日
時
＝
７
月
13
日
�
午
後
１
時
45

分
〜
３
時
45
分
　
会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
沐
浴
実
習
、
夫

婦
で
行
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
、
助

産
師
・
保
健
師
か
ら
の
情
報
提
供

（
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
地
域
の

情
報
な
ど
）

対
象
＝
妊
婦
と
そ

の
夫
　
定
員
＝
35
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
沐
浴
実
習
用
タ
オ
ル
、
濡

れ
た
タ
オ
ル
を
入
れ
る
袋
　

６

月
13
日
�
か
ら

健
診
の
結
果
や
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
・
改
善
す
る
食
事
な
ど
に

つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

２
日
前
ま
で
に
電
話
予
約
の
上
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
14
日
�
午
後
１
時
15

分
〜
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー
　
定
員
＝
４
人
（
先
着
）

担

当
＝
管
理
栄
養
士
、
保
健
師

申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

栃
尾
美
術
館
†
53
・
6
3
0
0

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

互
尊
文
庫

†
35
・
7
9
8
1

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

１ ●
ミ
ニ
解
説
会

３

●
映
画
会

２●
読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

●
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル
（
無
料
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室
（
無
料
）

教
育
セ
ン
タ
ー†

32
・
3
7
1
6

福
祉
相
談
課
†
39
・
2
2
1
8

FAX
32
・
0
1
6
0

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

†
32
・
6
1
1
7

●
版
画
に
見
る
印
象
派
展

〜
陽
の
あ
た
る
午
後
、
天
使
の

指
が
そ
っ
と
〜

１

●
広
域
市
町
村
圏
事
業

「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
講
習
会
」（
無
料
）

●
始
め
て
の
銅
版
画
講
座

（
エ
ッ
チ
ン
グ
）

２

●
ハ
ン
デ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
（
無
料
）

１

●
心
身
障
害
児
・
者
の
た
め
の
水

泳
教
室
（
無
料
）

２

●
平
成
20
年
度
使
用
教
科
書

展
示
会

子
ど
も
家
庭
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
39
・
2
3
0
0

地域における幼児から高齢者までのスポーツクラ
ブづくりを応援するため、運動遊びや体力テストな
どにスポーツの指導者
を派遣します。
対象＝市内に居住する
10人以上の団体　役割
分担＝申込団体…会場
確保、参加者募集、開
催当日の運営　市…講
師の手配と謝金の負担、
用具の手配 開催日
の３週間前までに、所
定の申込書でスポーツ
振興課�32・6117へ（詳
しくはお問い合わせく
ださい）

申 問 

コミュニティスポーツ出前教室

中京高校（岐阜県）を招き、市内の４つの高校が挑
みます。
試合日程＝６月９日�午前10時から対帝京長岡高校、
午後１時から対長岡高校、６月10日�午前９時から対
中越高校、正午から対長岡工業高校　会場＝悠久山野
球場

期日＝７月８日� 対象＝中学生以上　定員＝40人（先
着） 参加料＝7,000円（保険料、交通費含む。準備会時
に） 準備会＝６月21日�午後７時から市民体育館会議
室 ６月15日�までに�長岡市体育協会へ直接また
は電話で

日時＝７月８日�・15日�、８月12日�午前８時から
会場＝河川公園ソフトボール場・自由広場、右岸運動
公園　種目＝一般の部・スローピッチの部（15才以上、
高校生除く）、壮年の部（40才以上男子） 参加料＝１
チーム5,000円 ６月26日�までに参加料を添えて
�長岡市体育協会へ　抽選会＝７月４日�午後７時か
ら市民体育館会議室で

日時＝７月３日～24日の毎週火曜日午後７時45分～９
時15分　会場＝南部体育館グリーンフロア　参加料＝
2,500円（初回に） �長岡市体育協会へ

日時＝７月16日	午前９時から　会場＝市民体育館
種目＝①男子の部と女子の部…一般と高校生、中学２
年生、中学１年生②混合の部…小学５年生以上、小学
４年生以下③シニアの部…男子65歳以上、男子64歳以
下、女子フリー　参加料（当日に）＝一般700円、高校
生・シニア500円、小・中学生350円　 ７月２日�ま
でに市内各体育館にある所定の申込書に記入し、中学
生の部は東中学校Ｅメールj01bukatsu@kome100.ne.jp
へ、その他の部は長岡市卓球協会・星田さんＥメール
hoshida@coral.ocn.ne.jpへ

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

日時＝７月３日～17日の火・金曜日午後７時～９時（計
５回） 会場＝希望が丘テニス場　定員＝45人（抽選）
参加料＝4,000円（初回に） ６月20日�までに往復
はがきに住所、氏名、電話番号、経験年数、返信あて
名を記入し、〒940－0097山田１の４の14棚橋義孝さん
へ

期日＝７月１日�・８日� 会場＝希望が丘テニス場
種目＝一般男・女クラス別、ベテラン男・女年齢別、
小中学生男・女　参加料（当日に）＝一般3,500円（協
会加盟員2,000円）、高校生以下1,500円　 ６月15日�
までに希望が丘テニス場にある所定の申込書で 長
岡市テニス協会・石原さん�29・1489

期日＝７月15日�・16日	 会場＝希望が丘テニス場
種目＝シングルス（高校２年生男子・女子、高校１年
生と中学生男子・女子、小学生男子・女子） 参加資
格＝市内の小・中・高校に在籍する児童生徒　参加料
（当日に）＝１人1,500円　 ６月29日�までに希望が
丘テニス場にある所定の申込書で 長岡市テニス協
会・石原さん�29・1489

日時＝７月14日�午前９時30分から（雨天決行） 会
場＝市営陸上競技場　種目＝50ｍ（３・４年生各学年
男女別）、100ｍ（５・６年生各学年男女別）、800ｍ、走
幅跳（３・４年生共通、男女別）、80ｍハードル、４×
100ｍリレー、走高跳、走幅跳、ボール投げ（５・６年
生共通、男女別）、４×100ｍリレー（３・４年生男女
混合）、1,500ｍ（５・６年生共通、男子）、800ｍ（５・
６年生共通、女子） 参加資格＝学校のクラブ・部活
単位、スポーツ少年団単位、ジュニア・スポーツクラ
ブ単位、個人参加（保護者の同意書が必要） 参加料
＝１種目500円、リレー１チーム1,000円（スポーツ傷害
保険料込み） ６月22日�までに市内各体育館・陸
上競技場にある所定の申込書に必要事項を記入し、参
加料を添えて�長岡市体育協会へ　 長岡高校・志田
さん�32・9439へ

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

●招待親善高校野球大会（入場無料）１ ●市民テニス教室（７月コース）６

●オオミヤ杯長岡市テニスシングルス大会７

●サマージュニアテニス大会８

●長岡市小学生陸上競技選手権大会９

●市民体育祭ソフトボール大会３

●初心者アーチェリー教室４

●夏季市民卓球大会５

●市民体育祭市民登山
福島県会津磐梯山（1,819ｍ）

２

（財）長岡市体育協会（市民体育館内）�34・2130と加盟団体の催し

国  語 
数  学

 

�
ル
ノ
ワ
ー
ル
「
帽
子
の
ピ
ン
留
め
」

▲週１回活動している関原マス
ターズスポーツクラブのみなさ
ん。カローリングを楽しみまし
た（5月18日）

麻しんが全国的に流行の兆しを見せています。麻しんにかかると、まれに肺炎や脳炎などを併発
することがあります。満１歳になったら早めに１回目の予防接種を、小学校入学前の１年間に２回
目の予防接種を受けさせましょう。
これまで予防接種を受けたことがなく、かかったことがない人は、年齢（子どもから大人まで）

や性別に関わらず、予防接種をお勧めします。接種の実施は各医療機関にお問い合わせください。

麻しん（はしか）に注意！予防接種を受けましょう

子ども家庭課�39・2300、健康課�32・5000申 問 
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～集中豪雨時の水害への早めの備え～『避難準備情報』を発表します！　
□問危機管理防災本部�39・2262

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど
の

土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊

い
命
や
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
次
の
場
合
は
、
特
に
注
意
し

て
、
危
な
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

①
長
雨
や
大
雨
の
と
き

②
川
の
水
、
井
戸
水
、
湧
き
水
の

量
が
変
化
し
た
り
濁
り
だ
し
た

り
し
た
と
き

③
土
地
に
亀
裂
が
生
じ
、
小
石
が

バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
く
る
と
き

日
ご
ろ
か
ら
近
く
の
山
、
が
け
、

川
な
ど
の
様
子
に
注
意
し
、
い
つ

も
と
違
う
点
な
ど
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
＝
河
川
課
�
39
・
２
２
３

３
ま
た
は
県
長
岡
地
域
振
興
局
治

水
課
�
38
・
２
６
２
９

空
き
地
に
雑
草
が
生
え
る
と
、

蚊
や
ハ
エ
が
発
生
し
た
り
、
ご
み

の
ポ
イ
捨
て
場
所
に
な
っ
た
り
し

て
、
周
辺
の
み
な
さ
ん
に
大
変
な

迷
惑
と
な
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
、

い
つ
も
土
地
の
状
態
を
把
握
し
、

定
期
的
に
除
草
・
清
掃
を
し
て
く

だ
さ
い
。

環
境
業
務
課
�
24
・
２
８
３
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
（
栃

尾
支
所
は
環
境
衛
生
課
）

申 問 

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に

は
、
市
政
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
や
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
学

習
会
、
施
設
見
学
な
ど
を
通
し
て
、

市
政
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が

ら
、
気
が
つ
い
た
こ
と
、
日
ご
ろ

か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
を
市
に
提

言
し
て
も
ら
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

市
民
の
声
情
報
室
�
39
・
２
２

４
６

申 問 

国
や
県
、
公
庫
、
事
業
団
な
ど

の
特
殊
法
人
の
仕
事
に
関
す
る
苦

情
、
要
望
、
意
見
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
長
岡
地
域
〕

多
川
　
　
稔
�
34
・
０
３
０
７

（
中
貫
町
２
の
１
の
18
）

定
例
相
談
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜

日
（
祝
日
・
休
日
除
く
）
午
後
１

時
〜
４
時
に
市
役
所
本
庁
１
階
市

民
相
談
窓
口
で

福
祉
総
合
相

談
室
�
39
・
２
２
５
５

〔
中
之
島
地
域
〕

韮
澤
　
　
基

も
と
い

�
66
・
６
４
５
６

（
中
之
島
４
１
１
の
３
）

定
例
相
談
＝
年
１
回
（
10
月
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
に
中
之
島
公

民
館
で

中
之
島
支
所
保
健
福

祉
課
�
61
･
２
０
１
５

〔
越
路
地
域
〕

小
森
　
義よ

し

也や

�
92
・
３
４
８
９

（
来
迎
寺
３
９
５
４
）

定
例
相
談
＝
毎
月
21
日
（
土
・
日

の
場
合
翌
月
曜
日
、
休
日
の
場
合

翌
日
）
午
前
９
時
〜
正
午
に
越
路

支
所
１
階
１
０
１
号
室
で

越

路
支
所
保
健
福
祉
課
�
92
・
５
９

０
６

〔
三
島
地
域
〕

北
原
　
　
功
�
42
・
３
２
９
７

（
瓜
生
１
２
１
６
）

定
例
相
談
＝
毎
月
第
１
火
曜
日

（
休
日
の
場
合
第
２
火
曜
日
）
の

午
前
９
時
〜
正
午
に
み
し
ま
交
流

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で

三

島
支
所
保
健
福
祉
課
�
42
・
２
２

２
１

申 問 申 問 

申 問 

申 問 

〔
山
古
志
地
域
〕

若
槻
　
　
敬

た
か
し

�
59
・
２
３
８
４

（
山
古
志
虫
亀
１
０
８
４
）

定
例
相
談
＝
随
時
自
宅
で

山

古
志
支
所
保
健
福
祉
課
�
59
・
２

３
３
３

〔
小
国
地
域
〕

佐
々
木
藤
枝
�
95
・
２
０
６
４

（
小
国
町
新
町
６
４
０
の
１
）

定
例
相
談
＝
毎
月
１
回
い
ず
れ
か

の
火
曜
日
（
６
月
・
11
月
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
正
午
に
老
人
憩
い
の

家
「
延
命
荘
」
で

小
国
支
所

保
健
福
祉
課
�
95
・
５
９
０
３

〔
和
島
地
域
〕

早
川
　
公
男
�
74
・
２
８
１
９

（
島
崎
８
１
８
）

定
例
相
談
＝
７
月
18
日
�
午
前
９

時
〜
正
午
、
10
月
17
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
、
12
月
19
日
�
午

前
９
時
〜
正
午
に
高
齢
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ゆ
き
わ
り
荘
で

申 問 

申 問 

和
島
支
所
保
健
福
祉
課
�
74
・

３
１
１
１

〔
寺
泊
地
域
〕

加
藤
　
　
徹
�
75
・
２
２
６
３
　
　
　

（
寺
泊
湊
町
７
３
２
０
）

定
例
相
談
＝
毎
月
第
３
月
曜
日

（
休
日
の
場
合
翌
日
）
午
後
１
時

〜
３
時
に
寺
泊
文
化
セ
ン
タ
ー
は

ま
な
す
で

寺
泊
支
所
保
健
福

祉
課
�
75
・
３
１
１
４

〔
栃
尾
地
域
〕

布
施
　
重
一

し
げ
い
ち

�
52
・
４
６
３
６

（
金
沢
２
の
１
の
12
）

定
例
相
談
＝
毎
月
24
日
（
土
日
・

休
日
の
場
合
は
変
更
）
午
前
９
時

〜
正
午
に
栃
尾
支
所
第
１
別
館
２

階
行
政
相
談
室
で

栃
尾
支
所

保
健
福
祉
課
�
52
・
５
８
３
６

〔
与
板
地
域
〕

井
上
　
寅
幸

と
ら
ゆ
き

�
72
・
３
８
２
７

（
与
板
町
槇
原
５
９
１
）

定
例
相
談
＝
毎
月
10
日
（
土
日
の

申 問 

申 問 

申 問 

場
合
翌
月
曜
日
、
休
日
の
場
合
翌

日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

に
与
板
支
所
２
階
男
子
厚
生
室
で

与
板
支
所
保
健
福
祉
課
�
72
・

３
１
０
０

①
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

10
消
防
団
の
代
表
が
、
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
す
。
上
位
２
チ
ー

ム
が
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
�
午
前
９
時
〜

11
時
45
分
　
会
場
＝
長
岡
市
防
災

へ
リ
ポ
ー
ト
（
堺
町
）

※
消
防
団
員
は
、
こ
の
競
技
会
に

向
け
、
早
朝
や
夜
間
に
厳
し
い
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
号
令
な
ど

の
音
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
春
季
消
防
演
習

ぜ
ひ
見
学
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
警
防
課
�
35
・
２
１

６
９

申 問 申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

●
６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

市職員の夏季の軽装、ノーネクタイにご理解を
夏季における事務能率の向上や省エネのための冷房抑
制から、市の職員は９月末日まで、軽装、ノーネクタイ
で仕事をします。ご理解をお願いします。

人事課�39・2201申 問 

●
空
き
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は

定
期
的
に
除
草
を

●
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

氏
　
名 

大
　
　
　
勉 

岡
部
　
敏
之 

小
田
　
明
子 

柄
澤
　
利
泰 

木
曽
　
久
男 

木
村
　
純
三 

佐
藤
　
元
美 

佐
藤
　
雄
哉 

嶋
田
　
功
三 

内
藤
　
　
孝 

中
村
　
芳
子 

樋
口
　
領
子 

平
澤
　
　
博 

船
津
美
和
子 

山
　
　
豊
士 

吉
田
　
正
寛 

住
　
所 

栃
尾
宮
沢 

三
ツ
郷
屋
２ 

両
高 

与
板
町
与
板 

南
町
１ 

南
町
１ 

台
町
２ 

上
富
岡
町 

金
町
１ 

飯
塚 

吉
崎 

小
国
町
法
坂 

栃
尾
大
町 

東
新
町
２ 

小
国
町
千
谷
沢 

中
条
新
田 

●
行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

●
消
防
団
訓
練

期
日 

消
防
団 

時
　
間 

会
　
場 

６／17a24a７／１a

和
島
消

防
団 

午
前
10
時 

30
分
〜 

午
後
０
時 

30
分 

和
島
運
動

広
場 

山
古
志

消
防
団 

午
前
９
時

〜
11
時 

山
古
志
支

所 

越
路
消

防
団 

午
前
８
時

〜
正
午 

越
路
小
学

校 

市議会を傍聴しませんか
市議会の本会議や委員会は公開されています。
お気軽においでください。

時間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定員＝本会議…65人（車いす利用２人分含む）
委員会…７人

議会事務局�39・2244申 問 

期　　日 

６／26c 
 

27d～29f 

７／２b 

３c 

４d 

５e 

９b

会　議　名 

議会運営委員会 

本会議（招集日） 

本会議（予備日） 

建 設 委 員 会  

産業市民委員会 

文教福祉委員会 

総 務 委 員 会  

議会運営委員会 

本会議（最終日） 

場　　所 

第二委員会室 

議　　　　場 
 

第一委員会室 
 

 

 

第二委員会室 

議　　　　場 

水害の発生が予測される場合、市民一人ひとりが余裕をも
って避難できるよう、市では避難勧告の発令の前に「避難準
備情報」を発表します。「避難準備情報」が発表されても、
すぐに避難をしなければならない状況ではありません。しか
し、高齢者など迅速に避難することが難しい人たちのために、
この段階から対象地域の避難所を開設します。

①ラジオ・テレビ
・ＦＭながおか（76.4MHz） ・ＦＭ新潟（77.5MHz）
・ＦＭ ＰＯＲＴ（79.0MHz）・ＮＨＫ（AM837kHz）
・ＢＳＮ（AM1062kHz）
・エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）など
※ＦＭながおかでは、市から災害情報に関する割り込み放送
を行います。その時は、「緊急告知ＦＭラジオ」が自動的に
電源が入り、大音量で放送が流れます。

②広報車
対象地区を広報車が回り、スピーカーから災害関連情報を

流します。雨音などでよく聞こえないときは、窓を開けたり、
屋外に出たりするなどしてください。

③インターネット（ながおか防災情報）
・ホームページ http://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/
・携帯電話 http://www.bousai.city.nagaoka.niigata.jp/i/

④その他
地域によっては町内会や自主防災会などの連絡網のほか、同報無線やオフトーク通信などで情報を流します。

次のＮＰＯ（市民団体）による情報提供も受けることができます。
・おここなごーか（地域ＳＮＳコミュニティ）http://www.sns.ococo.jp/（登録会員が提供した情報を閲覧できます）
・住民安全ネットワークジャパン http://jmjp.jp/（登録すると携帯電話にメールで情報を受信できます）

災害時要援護者の名簿を整備しています　 福祉総務課�39・2217

市は現在、災害時要援護者（高齢者や障害者などで災害時に自力で避難できない人のうち、家族などの支援が
得られない人）を把握するため、個人情報の保護に配慮しながら名簿の作成を進めています（６月初旬完成予定）。
この名簿は、災害時に避難準備情報をはじめとする避難情報（上記３つ）の伝達や安否確認、避難支援のため

に使用します。また、地域で避難支援の体制を整えるときに活用してもらうために、平時のときから町内会や自
主防災会など関係団体にも提供します。

問 

避難情報などは次の方法でお伝えします

■ 避難情報の種類 ■
災害の発生する危険性の度合いにより、発表
する避難情報は次の３段階に分かれています。

①避難準備情報

災害のおそれが高まっています。近所に一人
では避難が困難な高齢者や子どもはいませんか。
声を掛け合って、避難の準備を始めてください。
避難所を開設するため、避難に時間がかかる
人は、自主的に避難を始めることができます。
テレビやラジオからの災害情報に十分気をつけ
てください。

②避難勧告

落ち着いて避難を始めてください。避難が
困難な人がいたら、必要に応じて避難の手助
けをしてください。

③避難指示

災害の発生する恐れが非常に高まっています。
まだ避難していない人は、直ちに避難してく
ださい。

▼

▼

市
議
会
６
月
定
例
会
の
日
程

市
政
広
報
番
組

◆ＦＭながおか（76.4MHz）
・「長岡市からのお知らせ」7分間
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから
・「市役所発！市民情報局」10分間
毎週金曜日午前７時20分ころから（再放送は午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信
・「地域広場多言語放送ワールドカフェ」30分間
在住外国籍市民向け４カ国語放送〔英語、中国語、ポルトガル語、やさし
い日本語〕毎週水曜日午後６時30分から（再放送は毎週日曜日午後５時）

◆ＢＳＮラジオ（AM1062kHz）
「長岡市だより」90秒間
毎週月～金曜日の午後２時30分ころから

◆エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」15分間
毎月第１月曜日の午後６時15分から
（再放送は随時）
※本放送の翌日から市ホームページで配信

6 22-23  07.5.23 6:05 PM  y [ W  1



農
薬
は
、
飛
散
す
る
と
周
囲
の

住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
庭
の
草
木
や
芝
、
家
庭

菜
園
な
ど
に
農
薬
を
使
用
す
る
場

合
は
、
周
囲
の
住
民
や
子
ど
も
の

健
康
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
薬
使
用
上
の
注
意
事
項
】

①
定
期
的
な
散
布
は
や
め
、
せ
ん

定
や
捕
殺
な
ど
に
切
り
替
え
を

②
や
む
を
え
ず
農
薬
を
使
用
す
る

場
合
は
、
塗
布
、
樹
幹
注
入
な

ど
散
布
以
外
の
方
法
の
検
討
を

③
や
む
を
え
ず
農
薬
を
散
布
す
る

場
合
は
、
最
小
限
の
区
域
で

④
飛
散
し
な
い
よ
う
、
風
が
弱
い

日
に
行
い
、
風
向
き
に
注
意
を

環
境
政
策
課
�
24
・
０
５
２
８
、

農
政
課
�
39
・
２
２
２
３

市
は
、
生
活
環
境
の
保
全
及
び

美
化
に
関
す
る
条
例
（
通
称
「
環

境
美
化
条
例
」）
を
策
定
し
、
ご
み

の
ポ
イ
捨

て
や
不
法

投
棄
を
な

く
す
活
動

を
進
め
て

い
ま
す
。

空
き
缶

申 問 

や
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
を
公
共
の

場
所
や
他
人
の
土
地
に
捨
て
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
守
ら

な
い
場
合
に
は
、
過
料
（
５
万
円

以
下
）
を
科
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

環
境
業
務
課
�
24
・
２
８
３
７

県
で
は
、
治
水
・
利
水
・
環
境

の
調
和
の
と
れ
た
河
川
整
備
を
目

指
し
、
渋
海
川
や
鴨
田
川
、
太
田

谷
川
を
含
む
渋
海
川
圏
域
の
河
川

整
備
計
画
（
計
画
期
間
は
お
お
む

ね
30
年
間
）
を
策
定
中
で
す
。

広
く
ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
今

後
の
整
備
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
都
合

の
よ
い
会
場
へ
直
接
ど
う
ぞ
。

期
日
＝
①
６
月
28
日
�
②
７
月
５

日
�

時
間
＝
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
　
会
場
＝
①
飯
塚
区
事
務
所

②
中
野
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　

県
長
岡
地
域
振
興
局
計
画

調
整
課
�
38
・
２
６
１
４
、
長
岡

市
河
川
課
�
39
・
２
２
３
３

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
昨
年
６
月
か
ら
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
消
火
器
と
あ
わ
せ
て
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
販
売
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
消
防
設
備

業
者
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

申 問 

申 問 

消
防
署
は
一
般
の
家
庭
に
消
火

器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
外

な
金
額
を
請
求
す
る
悪
質
な
業
者

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
予
防
課
�
35
・
２
１

９
０

日
時
＝
６
月
23
日
�
・
24
日
�
、

７
月
８
日
�
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
計
３
回
）

会
場
＝
中
央

公
民
館
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

昼
食
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
、
活
動
し
や
す
い
服
装

対
象
＝
15
歳
以
上
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
。
５
人
以
下
の
場
合
は
中

止
す
る
と
き
あ
り
）

参
加
料
＝

３
、０
０
０
円

６
月
20
日
�
ま

で
に
福
祉
総
務

課
内
日
赤
安
全

奉
仕
団
長
岡
市

分
団
事
務
局
�

39
・
２
２
１
７

へ
市
政
だ
よ
り
５
月
号
と
一
緒
に

全
戸
配
布
し
た
長
岡
市
総
合
計
画

概
要
版
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

13
ペ
ー
ジ
「
環
境
に
や
さ
し
く
、

豊
か
な
自
然
と
調
和
す
る
ま
ち
の

実
現
」
の
主
要
な
取
り
組
み

（
誤
）
放
置
自
転
車
対
策
の
推
進

（
正
）
放
置
自
動
車
対
策
の
推
進

企
画
課
�
39
・
２
２
０
４

申 問 

申 問 

申 問 

25 市政だより　2007.6 24市政だより　2007.6
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

 
 
 
 
 
中小企業 
振興資金 

 
 
 
 
中小企業 
高 度 化 
資    金 

普通貸付 

制　　度　　名 融資限度額 貸付利率（年・固定金利） 返済期間 問い合わせ 

2,000万円 2.4% 
信用保証付は1.9%

運転資金6年以内　　(据置１年 
設備資金7年以内　　以内含む） 

小口貸付★ 750万円 2.0% 運転資金５年以内　　(据置６月 
設備資金６年以内　　以内含む)

新技術新製品開発資金 2,500万円 1.7% ８年以内　(据置１年以内含む)

創業貸付★ 1,000万円 2.4% 
信用保証付は2.2%

運転資金５年以内　　(据置１年 
設備資金７年以内　　以内含む)

普通貸付 4,000万円 2.4% 
信用保証付は2.2%

10年以内　(据置１年以内含む)

中小企業経営安定支援 
特別融資 

3,000万円 

５年以内2.2% 
信用保証付は1.7% 
５年超９年以内 2.4% 
信用保証付は1.9% 

 

９年以内　(据置１年以内含む)

災害復旧資金  
 
 
中小企業 
災害復旧 
資    金 

3,000万円 

５年以内2.2% 
信用保証付は1.7% 
５年超９年以内 2.4% 
信用保証付は1.9%

運転資金７年　　(据置１年 
設備資金９年　　以内含む) 
 

中越地震対策 
特例融資● 3,000万円 

３年以内1.7% 
信用保証付は1.5% 
３年超７年以内 2.1% 
信用保証付は1.9% 
７年超10年以内 2.5% 
信用保証付は2.3%

10年以内　(据置2年以内含む)

中小企業連鎖倒産防止対策資金 
倒産企業との債権額の 
範囲内で3,000万円 

1.9% 
信用保証付は1.7%

９年以内　(据置２年以内含む)

組合貸付 
(共同施設事業)

所要資金の2/3以内で 
4,000万円 

2.4% ７年以内　(据置６月以内含む)

組合貸付 
5,000万円 

返済期間１年未満の 
運転資金は２億円 

2.4% 
返済期間１年未満の 
運転資金は1.5%

運転資金4年以内　　(据置３月 
設備資金5年以内　　以内含む)

組合貸付 
(県高度化対象） 

 

所要額から県高 
度化資金貸付額 
を除いた額の1/3

2.4% 15年以内　(据置３年以内含む)

設備資金 
4,000万円 

1年以上5年未満の 
創業者は6,000万円 

1.9% ８年以内　(据置１年以内含む)

工場等立地促進資金 
用地取得費の2/3 
建物取得費の2/3 
で２億円 

1.5% 10年以内　(据置２年以内含む)

特別貸付 
（中小流通業店 
舗等活性化資金） 

5,000万円 2.1% 
信用保証付は1.6% 

 

10年以内　(据置１年以内含む)

 
 
 

商業振興課 
�39・2228 

 
中之島支所 
産業課 

�61・2011 
 

越路支所 
産業課 

�92・5903 
 

三島支所 
産業課 

�42・2221㈹ 
 

山古志支所 
産業課 

�59・2343 
 

小国支所 
産業課 

�95・5906 
 

和島支所 
産業課 

�74・3111㈹ 
 

寺泊支所 
産業課 

�75・3105 
 

栃尾支所 
商工観光課 
�52・5827 

 
与板支所 
産業課 

�72・3100㈹ 

 
 

工業振興課 
�39・2222

 
企業誘致課 
�39・2298

ご活用ください！　長岡市中小企業制度融資
●
住
宅
地
な
ど
で
の
農
薬
使
用
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄

を
な
く
そ
う
！

●
渋
海
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

（
原
案
）の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

●
『
消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
』
と

い
う
言
葉
に
ご
用
心
！

●
日
赤
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

●
長
岡
市
総
合
計
画
概
要
版
の

訂
正
（
お
詫
び
）

ダメ！！ ダメ！！ 

申 

定　員 期　日 会　　場 

６／17a 

20d 

23g 

27d 

30g 

７／１a 

４d 

７g 

11d 

14g 

16-

越路体育館 

市民体育館 

北部体育館 

南部体育館 

新産体育館 

小国会館 

北部体育館 

市民体育館 

新産体育館 

南部体育館 

越路地域交流館るんるん 

 

 

 

 

 

各100人 

長岡消防署�35・2193 申 

定　員 期　日 会　　場 

７／３c 

８a 

15a 

16- 

18d

中之島北体育館 

みしま体育館 

与板体育館 

寺泊文化センターはまなす 

和島農村勤労福祉センター 

栃尾産業交流センターおりなす 

栃尾文化センター※ 

吉水体育館　　　※ 

栃尾文化センター 

 

 

各100人 

与板消防署�72・2572

申 

定　員 期　日 会　　場 

６／16g 

29f 

７／６f 

15a

各70人 
 

50人 

70人 

栃尾消防署�52・1155

普通救命講習会（無料）

時間＝いずれも午前９時30分～午後０時30分（※は午後６時30分～９時30分）

大切な人の命を救うために心
肺蘇生法やＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の使用方法を学びます。
ＰＴＡ、地域の人などお誘い

合わせの上、ご参加ください。
講習会修了者に「普通救命講習
修了証」を交付します。

▲いざという時に備えます

信用保証料の補助率アップでさらに利用しやすくなりました
次の融資（★印）を新潟県信用保証協会の保証付きで利用した場合、信用保証料の一

部または全部を市が補助し、借り入れの際の経費負担を軽減しています。

補助率＝中小企業振興資金小口貸付… 75％（昨年度は50％）

中小企業振興資金創業貸付…100％（昨年度と同様）

中小企業災害復旧資金中越地震対策特例融資は取り扱いを１年間延長します（●印）

申し込みは、市内の各金融機関へどうぞ。詳しくは各担当課へお問い合わせください

人口と世帯数 住民基本台帳登録数19.５.１（前月比）

281,901人 137,823人 144,078人 96,679世帯
（＋477） （＋483）（＋181）（＋296）

毎年６月は「男女雇用機会均等月間」
今年のテーマは「男性も女性もみんなにチャンス！！性別で

はなく“その人”をみてますか？」です。男女が能力を発揮
できるような職場を目指しましょう！

新潟労働局雇用均等室�025・234・5928、
長岡市商業振興課�39・2228

申 問 
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経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
次
の
免

除
ま
た
は
納
付
の
猶
予
や
特
例
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
全
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除

対
象
＝
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
世

帯
主
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準

よ
り
少
な
い
人
、
会
社
を
退
職
し

た
人
、
特
別
障
害
給
付
金
の
受
給

が
決
定
し
た
人
　
平
成
19
年
度
の

申
請
受
付
＝
７
月
２
日
�
か
ら

（
退
職
の
場
合
は
、
離
職
票
、
雇

用
保
険
受
給
者
証
な
ど
の
写
し
の

添
付
が
必
要
）

②
全
額
免
除

対
象
＝
障
害
年
金
（
１
級
・
２
級
）

を
受
け
て
い
る
人
、生
活
保
護
法
に

よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

③
納
付
の
猶
予

対
象
＝
30
歳
未
満
で
本
人
と
配
偶

者
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
よ

り
少
な
い
人

④
納
付
の
特
例

対
象
＝
学
生
（
夜
間
・
定
時
制
・

通
信
制
の
学
生
も
含
む
）
で
前
年

所
得
が
１
１
８
万
円
以
下
の
人

※
現
在
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付

の
猶
予
を
受
け
て
い
て
、
前
年
度

の
手
続
き
時
に
継
続
申
請
を
希
望

し
た
人
は
、
新
た
な
申
請
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
８
月
以
降
、
社
会

保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
る
結
果
通
知

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
老
後
の
年
金
や
万
一
の

と
き
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
�
36
・

５
１
４
１
、
市
民
課
国
民
年
金
係

�
39
・
２
２
５
０
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
課

【
現
況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
】

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
審

査
す
る
た
め
に
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

対
象
者
に
は
、
６
月
中
旬
に
用

紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間
＝
６
月
13
日
�
〜
29
日
�

【
平
成
19
年
度
の
支
給
日
】

・
６
月
15
日
�

・
10
月
15
日
�

・
平
成
20
年
２
月
15
日
�

そ
れ
ぞ
れ
４
カ
月
分
を
、
指
定

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
入
金

に
つ
い
て
は
振
込
日
以
降
に
、
通

帳
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
総
合
相
談
室
�
39
・
２
２

５
５中

心
市
街
地
な
ど
に
起
業
家
や

申 問 申 問 

企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
空
き
事
務
所
へ
の
進

出
や
空
き
店
舗
へ
の
出
店
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

①
長
岡
市
中
心
市
街
地
事
務
所
集

積
促
進
事
業

対
象
＝
空
き
事
務
所
へ
の
入
居
者

補
助
金
額
＝
賃
借
料
の
２
分
の
１

の
額
（
月
額
10
万
円
を
限
度
）
を

３
年
間
補
助
　
補
助
要
件
＝
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
①
事

務
所
で
あ
る
（
風
俗
営
業
関
係
、

金
融
・
保
険
業
は
除
く
）
②
中
心

市
街
地
の
空
き
事
務
所
の
２
階
以

上
の
部
分
を
使
用
③
常
時
勤
務
す

る
市
民
を
２
人
以
上
雇
用
④
５
年

間
は
継
続
し
て
事
業
を
営
む
⑤
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
⑥
新
規
店

舗
等
誘
致
委
員
会
が
補
助
対
象
物

件
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
認
定
し

た
物
件

②
長
岡
市
新
規
出
店
者
育
成
支
援

事
業

対
象
＝
空
き
店
舗
へ
の
入
居
者

補
助
金
額
＝
賃
借
料
の
２
分
の
１

の
額
（
月
額
10
万
円
を
限
度
）
を

１
年
間
補
助
。
中
心
市
街
地
へ
の

出
店
者
は
、
改
装
費
の
２
分
の
１

の
額
（
50
万
円
を
限
度
）
も
併
せ

て
補
助
　
補
助
要
件
＝
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
こ
と
①
小
売
業
、

一
般
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
風

俗
営
業
関
係
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
店
は
除
く
）
②
道
路
に

面
し
て
い
る
空
き
店
舗
の
１
階
部

分
を
使
用
③
商
店
街
を
形
成
し
て

い
る
地
域
に
出
店
④
原
則
と
し
て

午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
連

続
し
て
営
業
⑤
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
⑥
新
規
店
舗
等
誘
致
委
員

会
が
補
助
対
象
物
件
と
し
て
適
切

で
あ
る
と
認
定
し
た
物
件
　

◇
　
　
　
　
◇

商
業
振
興
課
�
39
・
２
２
２
８

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
国
営
越

後
丘
陵
公
園
に
隣
接
し
、
優
れ
た

交
通
ア
ク
セ
ス
と
自
然
に
恵
ま
れ

た
業
務
用
地
で
す
。
長
岡
技
術
科

学
大
学
に
も
近
く
、
研
究
開
発
に

は
最
適
の
立
地
環
境
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

分
譲
区
画
（
22
区
画
）
＝
１
、０
０

０
㎡
〜
１
１
、０
０
０
㎡

分
譲
価

格
（
値
下
げ
後
）
＝
約
１
６
、０
０

０
円
／
㎡
〜
２
１
、０
０
０
円
／
㎡

立
地
対
象
＝
研
究
所
、事
務
所（
例

申 問 

…
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
情
報

処
理
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
企
業

な
ど
）

土
地
取
得
費
補
助
金
＝

用
地
取
得
費
の
25
％
（
新
規
雇
用

５
人
以
上
、
３
年
以
内
の
操
業
）

企
業
誘
致
課
内
長
岡
オ
フ
ィ
ス

・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業
推
進
連
絡

会
議
事
務
局
�
39
・
２
２
９
８

申 問 

友
好
都
市
バ
ン
ベ
ル
ク
市
（
ド

イ
ツ
）
で
開
催
さ
れ
る
講
座
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
８
月
２
日
�
〜
30
日
�

対
象
＝
ド
イ
ツ
語
で
の
授
業
を
理

解
で
き
る
語
学
力
が
あ
る
市
出
身

ま
た
は
在
住
の
大
学
生
　
募
集
人

数
＝
１
人
（
選
考
あ
り
）

テ
ー

マ
＝
20
世
紀
の
ド
イ
ツ
文
学
　
内

容
＝
文
学
セ
ミ
ナ
ー
、
言
語
コ
ー

ス
　
経
費
＝
渡
航
費
な
ど
は
自
己

負
担
（
バ
ン
ベ
ル
ク
市
と
�
長
岡

市
国
際
交
流
協
会
で
一
部
奨
学
金

を
支
給
）

６
月
20
日
�
ま
で

に
国
際
交
流
課
内
�
長
岡
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
�
39
・
２
２
０

７
へ
　

留
学
に
必
要
な
自
己
負
担
金

（
88
〜
１
１
８
万
円
）
を
奨
学
金

と
し
て
支
給
し
ま
す
。

募
集
期
間
＝
６
月
11
日
�
〜
７
月

13
日
�

留
学
期
間
＝
平
成
20
年

の
出
発
日
か
ら
１
年
間

募
集
人

数
＝
３
人
（
選
考
あ
り
）

応
募

条
件
＝
�
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
ま
た

は
�
Ｙ
Ｆ
Ｕ
日
本
国
際
交
流
財
団

の
選
考
試
験
の
受
験
な
ど

庶

務
課
内
�
長
岡
市
米
百
俵
財
団
事

務
局
�
39
・
２
２
０
３

申 問 

申 問 

世
界
各
国
か
ら
訪
れ
る
中
学
・

高
校
の
先
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す
（
交
流
事
業
を

主
催
す
る
（独）
国
際
交
流
基
金
か
ら

８
、５
０
０
円
程
度
の
謝
金
あ
り
）。

滞
在
期
間
＝
６
月
30
日
�
、
７
月

１
日
�（
１
泊
２
日
）
内
容
＝
宿

泊
、
食
事
の
提
供
お
よ
び
集
合
場

所
（
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）
へ
の

送
迎
な
ど
　
定
員
＝
27
家
族
（
先

着
）

６
月
15
日
�
ま
で
に
�

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
�
39
・
２

７
１
４
へ

採
用
事
業
（
４
件
ま
で
）
に
は

活
動
費
の
７
割
を
補
助
し
ま
す

（
上
限
30
万
円
）。

希
望
者
に
は
昨
年
の
活
動
報
告

書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

期
日
＝
10
月
13
日
�
・
14
日
�

会
場
＝
長
岡
造
形
大
学
　
対
象
＝

①
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
体
験
で

き
る
催
し
②
も
の
づ
く
り
や
デ
ザ

イ
ン
の
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
催

し

企
画
案
（
様
式
自
由
）
を

６
月
20
日
�
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化
課
内
）

�
32
・
５
１
１
０
、
FAX
32
・
０
５

８
７
、
Ｅ
メ
ー
ルsyougai@

city.
nagaoka.lg.jp

へ

小
国
地
域
に
伝
わ
る
歴
史
ロ
マ

ン
伝
説
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
も
ち

ひ
と
ま
つ
り
」
と
小
国
の
夏
の
風

物
詩
「
大
花
火
大
会
」
に
協
力
で

き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

申 問 
申 問 
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期
日
＝
８
月
26
日
�

場
所
＝
柏

崎
農
協
小
国
支
店
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
前
特
設
会
場

①
平
安
装
束
を
着
て
み
ま
せ
ん
か

平
安
装
束
を
身
に
ま
と
い
、
平

安
行
列
に
参
加
予
定
で
す
。

②
ス
タ
ッ
フ
募
集

実
行
委
員
と
一
緒
に
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇

①
②
い
ず
れ
も

７
月
９
日
�

ま
で
に
小
国
支
所
産
業
課
�
95
・

５
９
０
６
へ

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
楽

し
め
る
手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
10
月
７
日
�

会
場
＝
ハ

イ
ブ
長
岡

①
実
行
委
員

内
容
＝
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
・
運

営
　
条
件
＝
18
歳
以
上
で
、
月
１

回
程
度
開
催
さ
れ
る
実
行
委
員
会

と
当
日
の
運
営
に
参
加
で
き
る
人

②
出
演
者

対
象
＝
県
内
で
活
動
し
て
い
る
音

楽
・
ダ
ン
ス
な
ど
の
団
体
ま
た
は

個
人
　
※
当
日
の
出
演
時
間
は
15

分
程
度

◇
　
　
　
　
◇

①
②
い
ず
れ
も

６
月
22
日
�

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連

絡
先
、
職
業
、
応
募
動
機
を
福
祉

相
談
課
�
39
・
２
２
１
８
、
FAX
32

・
０
１
６
０
、
Ｅ
メ
ー
ルsoudan

@
city.nagaoka.lg.jp

へ
（
多
数

の
場
合
選
考
あ
り
） 申 問 申 問 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

●
国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す

●
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

●
中
心
市
街
地
な
ど
へ
進
出
す
る

起
業
家
・
企
業
等
を
支
援
し
ま
す

●
長
岡
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
（
長
岡
業
務
拠
点
地
区
）
の

分
譲
価
格
を
値
下
げ
し
ま
し
た

●
海
外
高
校
留
学
奨
学
生
募
集

●
バ
ン
ベ
ル
ク
市
オ
ッ
ト
ー
・
フ

リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
学
国
際
夏
期

講
座
受
講
生
募
集

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

●
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア
２
０
０

７
で
催
し
を
企
画
し
ま
せ
ん
か

●
も
ち
ひ
と
ま
つ
り
・
大
花
火
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か

●
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
in
な
が
お

か
実
行
委
員
・
出
演
者
募
集

�ドイツに留
学した増田紗
友美さん（写
真右）ホーム
ステイ先で

対象となる市民活動＝保健福祉、社会教育、ま
ちづくり、文化芸術、環境保全、災害救援、人
権擁護、国際協力などの活動
助成の対象となる研修＝市民活動の推進役とな
る人材の育成や、市民活動の企画・運営などに
関する内容で、次のいずれかに該当する研修①
国・県・市町村が主催②特定非営利活動法人
（ＮＰＯ法人）が主催③ＮＰＯ法人に準ずる市
民活動団体で市長が適当と認めるものが主催
対象＝次の条件をすべて満たす人①市民活動を
行っているまたは関心がある②市内に住所があ
るまたは市内で活動する団体に所属③15歳以上
（中学生除く）
助成額＝受講料、参加費、交通費、宿泊費のう
ち自己負担分の３分の２の額。ただし、宿泊費
は宿泊を伴い２日以上の研修に参加する場合の
み１泊につき6,000円（6,000円に満たないとき
は実際の支払額）。上限額30,000円（１人年１回）

市民活動研修助成制度をご利用ください

市民センター事務室�39･2763申 問 

●国体を盛り上げる市民運動を応援します
市民団体が行う国体開催を盛り上げるための広報啓

発事業の活動費を補助します（他の補助金などを受け
ていないものに限る）。
対象＝広報啓発事業に必要な経費（上限20万円）団体
数＝５団体程度　応募条件＝次のすべてに該当する団
体（政治、宗教、営利目的の団体は除く）①会則など
を持ち継続的に活動しているまたはこれから活動する
予定②会員が３人以上③主に市内で活動

●広報ボランティアになりませんか
トキめき新潟国体とトキめき新潟大会（全国障害者

スポーツ大会）の広報ＰＲ活動をするボランティアを
募集します（交通費などの支給あり）。
活動内容＝市内のイベント
会場で着ぐるみに入っての
ＰＲ活動や啓発物品の配布、
会場設営、撤去作業など　
募集要件＝高校生以上で意
欲的に取り組める人　

◇　　　　　　　　◇
●６月22日�までに所定の応募用紙に必要書類を添
えて、国体推進室へ持参●６月29日�までに所定の
応募用紙に必要事項を記入して、郵送、ファクス、
Ｅメールで国体推進室FAX39・2257、Ｅメールkokutai
@city.nagaoka.lg.jpへ
応募用紙はいずれも、国体推進室、市民センター、

市役所１階市民情報ラウンジ、各支所地域振興課にあ
ります（市ホームページからもダウンロードできます）。

国体推進室（柳原分庁舎4階）�32・6109申 問 

申 問 

子どもたちに学力をしっかりと身に付けさせるため
に、市内の小学校で授業のお手伝いをしていただく人
を募集します。
活動内容＝国語や算数などの授業の補助や個別指導
応募資格＝教員ＯＢ、教員免許がある人など
謝金＝１回半日程度2,000円（交通費含む）

学校教育課�39・2249申 問 

熱中！感動！夢づくり教育　学習ボランティア募集

2009トキめき新潟国体を一緒に盛り上げましょう

▲長岡オフィス・アルカディア
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ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

積
極
的
に
取
り
組
む
店
舗
を
「
ご

み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
」

と
し
て
認
定
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

協
力
店
の
認
定
条
件
な
ど
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
＝
環
境
業
務
課
と
各
支

所
市
民
生
活
課
（
栃
尾
支
所
は
環

境
衛
生
課
）
に
あ
る
申
請
書
に
記

入
し
て
、
〒
９
４
０
│
０
０
１
５

寿
３
の
６
の
１
環
境
業
務
課
へ

（
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

様
式
集
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）

環
境
業
務
課
�
24
・

２
８
３
７

中
越
地
震
で
被
災
し
た
歴
史
的

資
料
の
整
理
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

古
文
書
、
近
現
代
資
料
、
資
料
運

搬
の
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
約
70

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
の
活
動
日
＝
12
日
�
午
前
９

申 問 

時
30
分
〜
正
午
（
近
現
代
）
・
20

日
�
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
（
古

文
書
）

作
業
場
所
＝
浦
瀬
町
資

料
整
理
室

文
書
資
料
室
�
36

・
７
８
３
２
、
FAX
37
・
３
７
５
４
、

Ｅ
メ
ー
ルm

onjo@
nct9 .ne.jp

募
集
人
数
＝
若
干
名
　
雇
用
期
間

＝
７
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
（
勤

務
実
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

仕

事
＝
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
介
護

予
防
教
室
（
転
倒
骨
折
予
防
・
認

知
症
予
防
な
ど
）
の
企
画
・
運
営

・
実
施
な
ど
　
応
募
資
格
＝
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
持
ち
、
地
域

保
健
・
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
の
資
格
要
件
を
満
た

す
人
①
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
で

体
育
に
関
す
る
専
門
課
程
を
履
修

②
社
会
体
育
の
専
修
学
校
の
専
門

課
程
を
履
修
③
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

申 問 

な
ど
で
指
導
の
経
験
が
あ
る
④
保

健
師
ま
た
は
看
護
師
　
報
酬
＝
月

額
１
０
１
、１
０
０
円

勤
務
日
＝

月
〜
金
曜
日
の
う
ち
週
３
日
で
１

日
６
時
間
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
）

試
験
日
＝
６
月
中

旬

選
考
方
法
＝
面
接

６
月

13
日
�
ま
で
に
市
役
所
２
階
介
護

予
防
推
進
室
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長

岡
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
長
岡
に
あ
る

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
、
介
護

予
防
推
進
室
へ
本
人
が
持
参

介
護
予
防
推
進
室
�
39
・
２
２
６

８

申 問 

申 問 

募
集
人
数
＝
１
人
　
雇
用
期
間
＝

７
月
〜
来
年
３
月
（
勤
務
実
績
に

よ
り
更
新
あ
り
）

仕
事
＝
市
内

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
指

導
、
連
絡
調
整
、
庶
務
な
ど
に
関

す
る
業
務
　
勤
務
地
＝
子
ど
も
家

庭
課
　
応
募
資
格
＝
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
①
熱
意
を
持
っ
て

職
務
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
②

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

③
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
エ
ク

セ
ル
、
ワ
ー
ド
）
が
で
き
る
　
報

酬
＝
月
額
１
１
７
、０
０
０
円
（
社

会
保
険
な
ど
に
加
入
）

勤
務
日

＝
月
〜
金
曜
日
の
１
日
６
時
間

（
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

試
験
日
＝
６
月
14
日
�

選
考
方

法
＝
適
性
検
査
、
面
接

６
月

12
日
�
ま
で
に
子
ど
も
家
庭
課

（
健
康
セ
ン
タ
ー
）
に
あ
る
申
込

書
を
、
子
ど
も
家
庭
課
�
39
･
２

３
０
０
へ
本
人
が
持
参

①
プ
ー
ル
監
視
員

勤
務
地
＝
①
悠
久
山
プ
ー
ル
②
希

申 問 

望
が
丘
プ
ー
ル
　
募
集
人
員
＝
各

30
人
程
度
　
雇
用
期
間
＝
７
月
７

日
�
〜
９
月
９
日
�

仕
事
＝
監

視
、
清
掃
、
そ
の
他
管
理
業
務

応
募
資
格
＝
高
校
生
以
上
で
50
ｍ

以
上
泳
げ
る
人
　
勤
務
時
間
＝
１

日
４
時
間
ま
た
は
８
時
間

②
プ
ー
ル
管
理
員

勤
務
地
＝
悠
久
山
屋
内
プ
ー
ル

募
集
人
員
＝
若
干
名
　
雇
用
期
間

＝
通
年
（
月
10
日
程
度
）

仕
事

＝
受
付
、
監
視
、
清
掃
業
務
な
ど

応
募
資
格
＝
50
ｍ
以
上
泳
げ
る
人

勤
務
時
間
＝
１
日
８
時
間
（
交
代

制
）

◇
　
　
　
　
◇

①
②
い
ず
れ
も

賃
金
＝
日
額
５
、

５
４
０
円

６
月
19
日
�
ま
で

に
各
体
育
館
、
悠
久
山
プ
ー
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
柳
原
分
庁
舎

４
階
）
に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
�
32
・
６
１
１
７

へ募
集
人
員
＝
２
人
程
度
　
仕
事
＝

申 問 
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●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
ま

た
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
業
務
　
応
募

資
格
＝
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
の

資
格
が
あ
り
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
持
つ
人
　
報
酬
＝
保
健
師

２
０
７
、３
５
０
円
か
ら
、
看
護
師

１
５
９
、５
０
０
円
か
ら
（
い
ず
れ

も
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
）

勤

務
地
＝
サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま

採
用
予
定
日
・
選
考
日
＝
随
時

長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
水

道
町
３
）
�
33
・
６
０
０
０
ま
た

は
サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま
�

66
・
０
６
８
８

申 問 

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

●
長
岡
市
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
協
力
店
募
集

●
介
護
予
防
指
導
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

●
児
童
館
関
係
業
務
嘱
託
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

●
プ
ー
ル
監
視
員
・
管
理
員

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

●
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

中
之
島
支
所
臨
時
職
員

●
資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

大手通りの「まちなかショップ」に魅力
あるお店を開いてみませんか。お店づくり
を実践しながら商売を学べます。専門家が
経営相談に応じます。
所在地＝大手通２の１の２「まちなか・考

房」１階
募集区画数＝３区画（１区画約２坪）
応募資格＝18歳以上で将来、市内の中心市

街地への出店を希望する人
出店者負担金＝月１万円（共益費含む）
出店期間＝平成20年３月31日�まで

意欲のある起業家にブロードバンド環境
の整ったオフィスを低賃料で提供します。
入居者は、会議室や商談用ロビー、総合

受付サービスが利用できます。また、資金
や技術、特許、経営に関する相談に専門家
が応じます。
対象＝パソコンなどの情報機器を使用して

事業を行う起業家（業種は不問）で、
自立後に市内の中心市街地で事業を
営むことができる人

場所＝インキュベーション・オフィス「崇
そう

徳館
とくかん

」内（殿町２の３の９）
募集室数＝１室（12㎡）
利用料＝月額40,000円（光熱水費、回線使

用料などを含む）
入居期間＝入居日から最長２年間
選考方法＝専門家による書類審査・面接審査

（入居者が決定次第、受け付け終了）

商業振興課（大手通分室）�39・2228

にある所定の申込書で
申 問 

四季折々の自然、歴史性・地域性豊かなまちなみ、人々が織
り成す営みなど、明日に伝えたい長岡の景観写真を募集します。
最優秀賞には２万円分の商品券を贈呈。来年３月、景観写真展
を開催します。
テーマ＝次世代に受け継ぎたいまちの表情～長岡の景観～
応募期間＝６月１日�～平成20年１月７日�（必着）
部門＝プリント、デジタルカメラデータ、カメラ付き携帯電話
応募方法は、市役所本庁１階市民情報ラウンジ、各支所、都

市計画課、市民セン
ター、市内のカメラ
店などにあるパンフ
レットまたは市ホー
ムページ
（携帯版も）
をご覧くだ
さい。
都市計画課（城内

町分室）�39・2225

申 問 

景観写真コンクール作品募集

市役所通り 市役所通り 

大
手
大
橋

大
手
大
橋 

長
生
橋

長
生
橋 

大
手
大
橋 

長
生
橋 

信濃川 

長岡市消防署 長岡市消防署 

長岡工業高校 長岡工業高校 

長岡市役所 長岡市役所 

長岡駅 
健康センター 

診療科目 

急患診療のお知らせ 
　診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。 

　受付時間はお問い合わせください。 

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。 

　産婦人科は在宅当番医制です。お 
問い合わせは休日急患診療所へ。

a休日急患診療所（西千手２の５の１　健康センター内） 

d小国診療所（小国町楢沢８８） 

f休日在宅当番医（見附・中之島地区） 

①平日夜間当番病院 

g夜間等の当番病院 

　６月 

②休日当番病院 

s中越こども急患センター（西千手 
　２の５の１　健康センター内） 

受付時間 

診療科目 受付時間 

診療科目 受付時間 

休 日 急 患 診 療 所  
135・8255 
FAX35・8266

休日急患歯科診療所 
133・9644

内科（小児科） 
・外科 

歯科 

午前９時～11時30分 
午後１時～５時30分 

午前９時～11時30分 
午後１時～３時30分 

中越こども急患センター 
194・4636 小児科 月～金（祝休日は除く） 

午後６時45分～９時30分 

小 国 診 療 所  
195・2010 内科・歯科 

第３日曜日のみ 
午前８時30分～11時30分 
午後３時～４時30分 

期　日 内　　科 外　　科 

６
月 

７
月 

３日a 
10日a 
17日a 
24日a 
１日a 
８日a

見附市立病院162・2800 
山谷クリニック161・1388 
杏 仁 堂 医院162･0123 
さ え き 内科166･8500 
見附市立病院162・2800 
霜 鳥 医 院162･0579

見附市立病院162・2800 
石 澤 医 院162･2500 
貝 瀬 皮 膚科166・8100 
見 附 南 医院163・4477 
見附市立病院162・2800 
金 井 医 院162･0116

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡赤十字病院128・3600 
長岡中央綜合病院135・3700 
立 川 綜 合 病 院133・3111

　７月 
月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡中央綜合病院135・3700 
立 川 綜 合 病 院133・3111 
長岡赤十字病院128・3600

６月３日a・24日a
６月10日a、７月１日a
６月17日a、７月８日a

長岡中央綜合病院135・3700
立 川 綜 合 病 院133・3111
長岡赤十字病院128・3600

6月の市税などの納期限（口座振替）は7月2日Bです

�住民税・下水道受益者負担金（１期または全期前納）…収納課�39・2214

�介護保険料（3期）…介護保険課�39・2245

口座振替の人は、振替日前日までに口座の残高をご確認ください。
再振替はしません。

チャレンジショップ
「まちなかショップ」

出店者募集

起業家を募集します

�
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー

▲前回（平成16年度）の最優秀賞「春の誘い」
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催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康

く
ら
し

手
続
き
・
制
度

募
集

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

問 申 

申 
　＝問い合わせ　　＝申し込み 
　の記載のないものは直接会場へどうぞ 
 

問 申 

申 

31 市政だより　2007.6

時
30
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー

ル
　
講
師
＝
コ
ウ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

安
積
遊
歩
さ
ん
ほ
か

�
日
本
助

産
師
会
新
潟
県
支
部
�
０
２
５
・
２

６
７
・
９
７
７
２

子
ど
も
を
励
ま
し
、
勇
気
づ
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
�
・
24
日
�
、
７

月
８
日
�
・
15
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
３

０
２
会
議
室
　
講
師
＝
新
家
庭
教
育

協
会
理
事
・
高
柳
静
江
さ
ん
　
定
員

＝
20
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
０
、

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
２
、０
０

０
円
）

早
川
さ
ん
�
・
FAX
27
・

１
４
３
４
（
午
後
６
時
〜
９
時
）

日
時
＝
６
月
15
日
�
、
10
月
19
日
�
、

平
成
20
年
２
月
15
日
�
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
　
会

場
＝
県
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室

（
四
郎
丸
町
）
持
ち
物
＝
登
録
を
受

け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
、
発
見

届（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）、

審
査
手
数
料
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０

円
（
県
収
入
証
紙
で
納
入
、
印
鑑
不

要
）

県
文
化
行
政
課
�
０
２
５

・
２
８
５
・
５
５
１
１

日
時
＝
６
月
20
日
�
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
　
会
場
・

税
理
士
会
長
岡

支
部
（
三
和
３
）
�
33
・
８
０
８
０

上
手
な
梅
漬
け
・
梅
シ
ロ
ッ
プ
づ

く
り
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
16
日
�
①
午
前
11
時
か

ら
②
午
後
１
時
か
ら
　
定
員
＝
各
40

申  問 

申 問問  
申申  問 

申 問問  

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円

会
場
・

６
月
12
日
�
ま
で
に
長
岡

中
央
青
果
㈱
�
46
・
７
３
１
７
へ

日
時
＝
６
月
16
日
�
午
後
１
時
〜
５

時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
３
０
３

会
議
室
　
定
員
＝
10
組
（
先
着
）

持
ち
物
＝
管
理
規
約
な
ど
　

６
月

12
日
�
ま
で
に
新
潟
県
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
会
・
今
井
さ
ん
�
０
９
０
・

４
７
５
６
・
７
１
７
７
へ

相
続
、
土
地
、
い
じ
め
問
題
に
人

権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が
応
じ

ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

期
日
と
会
場
＝
６
月
20
日
�
…
中
之

島
公
民
館
、
寺
泊
セ
ン
タ
ー
お
お
こ

う
づ
、
21
日
�
…
与
板
地
域
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
25
日
�
…
栃
尾
文
化

セ
ン
タ
ー
、
７
月
５
日
�
…
み
し
ま

会
館
　
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３

時

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

�
33
・
６
９
０
１

夫
婦
関
係
、
離
婚
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
、

子
育
て
、
不
登
校
な
ど
の
悩
み
に
具

体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
20
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
８
時

特
定
非
営
利
活
動
法
人

女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が
お
か
�
38
・

０
４
５
６

代
金
の
20
％
を
手
数
料
と
し
、
残

り
を
提
供
者
に
支
払
い
ま
す
。

出
品
受
付
＝
６
月
21
日
�
・
22
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
即
売
会
＝

６
月
23
日
�
・
24
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ

ー
ル

長
岡
市
消
費
者
協
会
事
務

局
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）
�
32

申 問 
申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

・
０
０
２
２

事
業
主
・
労
働
者
を
問
わ
ず
、
労

働
に
関
す
る
相
談
に
専
門
家
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

日
時
＝
６
月
23
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室

県
長
岡
地
域
振
興
局

労
政
課
�
37
・
６
１
１
０（
専
用
電
話
）

将
来
設
計
を
今
か
ら
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
23
日
�
午
後
１
時
〜
４

時
55
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大
会
議

室
　
テ
ー
マ
＝
生
き
が
い
発
見
と
仲

間
づ
く
り
、
定
年
退
職
後
の
年
金
制

度
　
対
象
＝
45
歳
以
上
　
定
員
＝
50

人
（
先
着
）

料
金
＝
無
料

新

潟
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
２
５
・
２
４
９
・
４
５
６
０

予
約
が
必
要
で
す
（
証
明
書
発
行

の
場
合
は
有
料
）。

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
、
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
午

後
５
時
30
分
〜
７
時
　
会
場
・

県

長
岡
地
域
振
興
局
医
療
予
防
課
（
長

岡
保
健
所
）
�
36
・
８
１
２
０
（
専

用
電
話
）

※
専
用
電
話
で
相
談
に
も
応
じ
ま
す

（
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
、
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
）

日
程
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

内
容
＝
子
育
て
補
助
、
緑
地
管
理
、

ヘ
ル
パ
ー
２
級
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

な
ど
　
対
象
＝
60
歳
代
の
求
職
者

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
長
岡
本

申 問 

申 問 申 問 

申 問 

部
�
35
・
２
３
８
０
ま
た
は
各
支
部

実
施
地
域
＝
旧
ソ
連
地
域
、
中
国
東

北
地
区
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
諸

島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ

ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
硫
黄
島

実
施
期
間
＝
８
月
下
旬
〜
平
成
20
年

２
月
下
旬
　
対
象
＝
遺
族
　

県
福

祉
保
健
課
援
護
恩
給
室
�
０
２
５
・

２
８
０
・
５
１
８
０

日
時
＝
６
月
23
日
�
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
２
階

大
ホ
ー
ル
　
演
題
＝
私
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
　
講
師
＝
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
堀
場
宏
子
さ
ん
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
�
47
・

２
２
３
３

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
保
有
者
）対
象
の
講
習
会
で
す
。

日
時
＝
６
月
24
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分
　
会
場
＝
か
も
川
本
館

（
殿
町
２
）

�
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
新
潟
県
支
部
�
０
２
５
・
２
２

９
・
７
７
７
５
へ

練
習
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
ほ
か

曲
目
＝
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
ド
イ
ツ
レ
ク

イ
エ
ム
」
ほ
か
　
指
導
者
＝
�
島
章

恭
さ
ん

同
合
唱
団
事
務
局
・
三

鍋
さ
ん
�
46
・
７
２
２
５

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト

問
題
に
悩
む
親
の
会
で
す
。

申 問 

申 問 

申 問 
申 問 

日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜
日
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
富
曽
亀
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
月
会
費
＝
３
０
０

円
　

同
会
･
山
崎
さ
ん
�
24
･
７
０

９
２

内
容
と
期
間
＝
講
義
・
演
習
…
６
月

26
日
�
〜
８
月
10
日
�
の
17
日
間
、

実
習
…
９
月
〜
11
月
の
４
日
間
　
会

場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か
　
対
象

＝
市
内
在
住
で
全
日
程
出
席
で
き
る

人
　
定
員
＝
20
人
（
抽
選
）

受
講

料
＝
６
８
、
０
０
０
円
　

６
月
15

日
�
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
に
「
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級

課
程
希
望
」、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、

受
講
の
動
機
を
、
返
信
の
表
に
あ
て

先
を
記
入
し
て
、
〒
９
４
０
―
０
８

６
４
川
崎
３
の
２
４
２
１
の
１
Ｊ
Ａ

越
後
な
が
お
か
介
護
セ
ン
タ
ー
な
が

お
か
�
35
・
１
２
４
１
へ

留
学
生
（
高
校
生
）
の
受
け
入
れ

家
庭
を
募
集
。
１
家
族
１
人
で
す
。

受
入
期
間
＝
平
成
20
年
３
月
末
〜
平

成
21
年
２
月
上
旬

Ａ
Ｆ
Ｓ
長
岡

支
部
・
佐
藤
さ
ん
�
29
・
３
９
７
５

今
秋
開
催
予
定
の
長
岡
ア
ジ
ア
映

画
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
す
。

応
募
規
定
＝
30
分
以
内
の
自
主
映
画

７
月
６
日
�
ま
で
に
作
品
を
〒
９

４
０
―
０
０
６
５
坂
之
上
２
の
１
の

１
長
岡
商
工
会
議
所
「
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
ペ
」
へ
　

市
民

映
画
館
を
つ
く
る
会
�
33
・
１
２
３

１
（
映
画
祭
実
行
委
員
も
募
集
中
）

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

日
時
＝
６
月
11
日
�
①
午
前
10
時
30

分
か
ら
②
午
後
２
時
30
分
か
ら
　
定

員
＝
各
２
０
０
人

入
場
料
＝
①
65

歳
以
上
２
０
０
円
、
一
般
３
５
０
円

②
無
料
　
会
場
・

６
月
10
日
�
ま

で
に
①
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き
や
ま

�
29
・
７
０
０
２
②
介
護
老
人
保
健

施
設
て
ら
ど
ま
り
�
０
２
５
６
・
97

・
３
２
０
０
で
整
理
券
発
行

植
樹
や
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
を
す

る
た
め
の
観
察
会
で
す
。

日
時
＝
６
月
17
日
�
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
・
自
然
観
察
林
　
定
員
＝
40

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
０
０
円

６
月
12
日
�
ま
で
に
岡
地
さ
ん

�
・
FAX
32
・
７
６
１
０
へ

日
時
＝
６
月
17
日
�
正
午
か
ら
　
会

場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル

雅
友
会
・
西
澤
さ

申 問 

申 問 

申 問 

ん
�
35
・
６
８
１
７

日
時
＝
６
月
20
日
�
〜
24
日
�
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
（
24
日
は
午
後
４

時
ま
で
）

会
場
＝
美
術
セ
ン
タ
ー

（
中
央
図
書
館
２
階
）
講
評
会
＝
20

日
�
午
前
10
時
30
分
か
ら
　

日
本

水
彩
画
会
中
越
支
部
・
藤
田
さ
ん
�

32
・
７
８
７
８
　

日
時
＝
６
月
30
日
�
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長

岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
４
０
０
人

入
場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

ル
・
ジ
ュ
デ
ィ
・
松
本
さ
ん
�
36
・

９
０
３
０

関
数
を
使
っ
た
計
算
処
理
、
グ
ラ

フ
作
成
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
な
ど

を
中
心
に
学
び
ま
す
。

日
時
＝
６
月
25
日
〜
７
月
９
日
の
毎

週
月
・
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
＝
長
岡
大
学
　
講
師
＝
同
大
学 申 問 

申 問 

准
教
授
・
村
山
光
博
さ
ん
　
受
講
料

＝
５
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
〒
９
４
０
―
０
８
２
８
御
山
町
80

の
８
�
39
・
１
９
０
３
、
FAX
39
・
９

５
６
６
、
Ｅ
メ
ー
ルshougai@

naga
okauniv.ac.jp

へ

日
時
＝
７
月
６
日
�
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
　
出
演
＝
落
語
家
・
瀧
川
鯉り

橋
き
ょ
う

さ

ん
　
入
場
料
＝
１
、０
０
０
円
　

越
後
一
席
の
会
（
長
岡
市
民
劇
場
事

務
局
内
）
�
35
・
９
５
３
８
（
平
日

正
午
〜
午
後
７
時
）

歌
や
ダ
ン
ス
、
寸
劇
で
復
興
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
７
月
７
日
�
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
太
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
児
童
館
　

ナ
ガ
オ
カ
・

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
「
オ
ア
シ
ス
会
」
・
小

森
さ
ん
�
32
・
２
５
３
２

日
時
＝
７
月
６
日
�
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
内
容
＝
研
究
成
果
発

表
、
試
験
ほ
場
案
内
、
試
食
な
ど

会
場
・

農
業
総
合
研
究
所
（
長
倉

町
）
�
35
・
０
８
２
３
　

日
時
＝
10
月
ま
で
の
毎
月
第
３
日
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝

柿
町
味
噌
桶
　
内
容
＝
草
刈
り
、
枝

切
り
、
階
段
づ
く
り
な
ど
　
持
ち
物

＝
軍
手
、
帽
子
、
飲
み
物
な
ど
（
あ

れ
ば
の
こ
ぎ
り
、
か
ま
。
お
に
ぎ
り
、

豚
汁
の
昼
食
あ
り
）

地
域
循
環

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�
34
・
４
４
５
０

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

’09
年
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
会
場

で
、
北
信
越
地
区
の
高
校
50
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

日
時
＝
６
月
16
日
�
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
、
17
日
�
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
３
時
　
会
場
・

栃
尾
体

育
館
�
52
・
５
５
７
１

期
日
＝
６
月
17
日
�

行
き
先
＝
和

島
「
良
寛
の
里
」（
往
復
約
50
㎞
）

集
合
＝
午
前
８
時
に
中
央
公
民
館
駐

車
場
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
　

長

岡
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
大
矢
さ

ん
�
35
・
８
７
５
５

日
時
＝
６
月
21
日
�
・
28
日
�
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
　
会
場
＝
与
板
体

育
館
３
階
会
議
室
　
参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円

持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装
　

与
板
太
極
拳
教

室
・
田
中
さ
ん
�
72
・
４
５
７
７

日
時
＝
７
月
５
日
〜
26
日
の
毎
週
木

曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
　
会
場

＝
市
民
体
育
館
第
２
武
道
場
　
対
象

＝
小
学
生
以
上
　
参
加
料
＝
１
、５
０

０
円
（
初
回
に
）

長
岡
市
な
ぎ

な
た
協
会
・
高
野
さ
ん
�
33
・
５
９

１
５優

勝
ペ
ア
は
全
国
大
会
に
推
薦
。

日
時
＝
７
月
７
日
�
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
み
し
ま
体
育

館
　
定
員
＝
60
チ
ー
ム
（
先
着
）

参
加
料
＝
小
・
中
・
高
校
生
、
65
歳

以
上
１
、０
０
０
円
、
そ
の
他
２
、０
０

申 問 
申 問 

申 問 

申 問 

０
円
（
当
日
）

６
月
26
日
�
ま

で
に
丘
の
上
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
・
田

中
さ
ん
�
・
FAX
47
・
５
６
６
６
へ

初
心
者
、
一
人
で
の
参
加
歓
迎
。

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
９
時
10
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
小

ホ
ー
ル
　
月
会
費
＝
２
、
５
０
０
円

同
会
･
小
林
さ
ん
�
33
･
３
６
６
４

日
時
＝
６
月
16
日
�
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
講
師
＝
長
岡
保
養
園
医
師
・

荒
川
太
郎
さ
ん
　
会
場
・

台
町
会

館
（
台
町
１
）
�
31
・
０
２
９
４

日
時
＝
６
月
16
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
中
央
綜

合
病
院
２
階
講
堂
　
講
師
＝
山
下
メ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
山
下
正
廣
さ

ん

６
月
14
日
�
ま
で
に
長
岡
中

央
綜
合
病
院
地
域
保
健
講
座
委
員
会

�
35
・
７
２
６
４
（
午
前
）
へ

「
集
ま
る
」「
語
り
合
う
」
こ
と
か

ら
支
え
合
い
が
始
ま
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
22
日
�
、
７
月
20
日
�

午
前
10
時
〜
正
午
（
６
月
22
日
は
午

後
か
ら
学
習
会
も
行
い
ま
す
）
会
場

＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
水
道
町
３
）

精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局
（
福

祉
相
談
課
内
）�
39
・
２
２
１
８

日
時
＝
７
月
６
日
�
午
後
２
時
〜
３

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 

申 問 
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市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。

次に該当するものは原則掲載できません。
①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）
④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ
とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
広報課�39・2202申 問 

８月号の原稿の締め切りは６月２５日
（月）（必着）です。〒940－8501広報課広
報編集係へ郵送、持参、FAX39・2272、
Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.jpで
提出してください。

■
鎌
田
英
一
さ
ん
民
謡
公
演

■
森
と
な
か
よ
く
す
る
観
察
会

■
中
級
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
講
座

■
七
夕
・
太
田
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
春
の
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

■
整
体
太
極
拳
初
心
者
教
室

■
初
心
者
な
ぎ
な
た
教
室
　

■
か
ぎ
の
里
道
・
里
山
整
備
（
無
料
）

■
北
信
越
高
等
学
校
剣
道
大
会

■
長
岡
フ
ァ
ミ
リ
ー
ダ
ン
ス
愛
好
会

会
員
募
集

■
精
神
障
害
者
「
家
族
の
つ
ど
い
」

■
パ
ネ
ル
講
演
「
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ

と
心
・
か
ら
だ
」（
無
料
）

■
日
本
水
彩
新
潟
県
三
支
部
合
同
展

日
本
水
彩
支
部
公
募
展
（
無
料
）

■
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
・
作
物

研
究
セ
ン
タ
ー
案
内
デ
ー
（
無
料
）

■
女
声
コ
ー
ラ
ス
･
チ
ェ
ン
バ
ロ
･
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
「
い
に
し
え

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
香
り
と
共
に
」

■
笑
顔
と
の
ん
き
の
介
護
教
室

「
日
常
に
起
こ
り
や
す
い
痛
み
や

し
び
れ
に
つ
い
て
」（
無
料
）

■
西
澤
雅
永
遠
・
開
軒
四
十
周
年
記

念
箏
曲
演
奏
会
（
無
料
）

ま
さ

と

わ

そ
う
き
ょ
く

■
地
域
保
健
講
座
「
知
っ
て
お
こ
う

う
つ
病
の
こ
と
」（
無
料
）

■
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

■
梅
漬
け
講
習
会

■
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
無
料
相
談
会

■
税
理
士
無
料
納
税
相
談
（
要
予
約
）

■
特
設
人
権
相
談
所
（
無
料
）

■
贈
答
品
交
換
即
売
会

■
家
族
の
問
題
な
ん
で
も
電
話
相
談

■
休
日
労
働
相
談
会
（
無
料
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

■
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

■
退
職
後
の
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

■
エ
イ
ズ
検
査
は
無
料
で
匿
名
で
す

■
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

■
長
岡
混
声
合
唱
団
員
募
集

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
会
（
無
料
）

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

（
通
学
制
）
受
講
者
募
集

■
長
岡
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ム
ー
ビ
ー

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
作
品
募
集

■
旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝

事
業
（
厚
生
労
働
省
主
催
）

■
父
・
母
親
心
理
学
訓
練
講
座

■
長
岡
オ
ー
プ
ン
・
ペ
ア
マ
ッ
チ
卓

球
大
会

あ
さ
か
ゆ
う

ほ

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
会
員
募
集

が

ゆ
う

■
七
夕
寄
席

よ

せ
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与板消防署 

河川 
公園 

楽山苑 

与板支所 

至和島地域 

至長岡ＩＣ 

至寺泊地域 
与板橋 

至長岡市街 

与板歴史民俗 
資　料　館  

至
和
島
地
域
 

信
濃
川 

黒
川 

403

403

与板警察署 
与板小 

与板体育館 

正徳館高 

与板中 

野球場 

至
中
之
島
・
見
附
ＩＣ
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与
板
藩
主
と
な
っ
た
井
伊

家
ゆ
か
り
の
品
々
が
。
そ

の
中
で
も
、
徳
川
家
康
か

ら
藩
祖
井
伊
直
政
が
拝
領

し
た
孔
雀
の
陣
羽
織
は
、

そ
の
重
厚
さ
と
華
や
か
さ

で
見
ご
た
え
十
分
で
す
。

地
域
内
か
ら
出
土
し
た

火
焔
型
土
器
、
与
板
地
域

の
伝
統
的
工
芸
品
「
打
ち

刃
物
」
や
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
の
生
み
の
親
・
中
川
清

兵
衛
の
資
料
、
地
域
出
身

の
日
本
画
家
の
作
品
な
ど
も
展
示

し
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
六
日
�
ま
で
資
料
館

所
蔵
作
品
展
を
開
催
中
。
六
月
十

六
日
�
か
ら
二
十
六
日
�
ま
で
は
、

市
指
定
文
化
財
「
孔
雀
尾
具
足
陣

羽
織
」
の
実
物
を
特
別
公
開
し
ま

す
。

▲畳一枚分もある巨大あぶらげにどんな文字が浮かび
上がるか、注目です

初夏になると、紫、青、白色や薄紅
色など色とりどりに咲くアジサイ。そ
の色は土壌の影響を受け、酸性では青
色が強く、アルカリ性では赤色が強く
なります。日本古来のアジサイは青色
で、語源は「藍色が集まったもの」を
意味する「あづさい（集真藍）」からき
たと言われています。
最も一般的なぽってりとした球状の

アジサイは、日本原産のガクアジサイ
を改良した品種。４片の花びらに見え
る部分はがく片で、実際の花は小さく
がく片の中心にぽつんとある部分です。
与板地域のうまみち森林公園キャン

プ場に上る坂道は、「あじさいロード」
と呼ばれています。地域の庭先から株
分けされたアジサイが道の両側に800

メートルほど連なり、６月下旬からが
見ごろです。

平
成
二
十
一
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
が
与
板
城
主
の

直
江
山
城
守
兼
続
に
決
定
。
与
板

地
域
は
全
国
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
（
詳
し
く
は
三
ペ
ー
ジ
）。

先
人
の
努
力
と
知
恵
を
後
世
に

伝
え
る
与
板
歴
史
民
俗
資
料
館
。

入
り
口
脇
に
は
、
兼
続
の
銅
像
が

訪
れ
る
人
を
迎
え
ま
す
。
館
内
に

は
、
兼
続
直
筆
の
書
状
や
与
板
城

城
郭
の
模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ
、

上
杉
家
の
執
政
と
し
て
天
下
に
名

高
い
兼
続
の
足
跡
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

江
戸
時
代
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

栃尾地域の名産品を一堂に集めて紹介する
「とちお自慢市」は、毎年６月の第２日曜日
に道の駅Ｒ290とちおで開催されます。
奇抜でおいしいあぶらげ料理が披露される

「あぶらげ料理コンテスト」は毎年恒例のイ
ベント。40分の制限時間内にアイデアと味を
競い、観客も興味津々で見守ります。
屋外では、1,000食分、大きさが畳１枚分も
ある日本一の巨大あぶらげが作られます。出
来上がると表面に浮かんでくる文字も楽しみ
の一つ。見事揚がった巨大あぶらげは切り分
けられ、観客に無料で配られます。
栃尾の食材を使った食品や地酒の販売、ニッ
ト製品や織物の展示販売をはじめ、陶芸や竹
細工の体験コーナー、フリーマーケットなど
盛りだくさん。今年は６月10日�の開催、み
なさんお出かけください（詳しくは14ページ）。

２５

２５

アジサイ
与板歴史民俗資料館　�72・2021【与板町与板】

２５

と
ち
お
自
慢
市

【
６
月
／
栃
尾
地
域
】

http://www.city.nagaoka.niigata.jp

▲開館時間は午前９時～午後４時30分。入館料
は大人300円、小・中学生は150円です。休館日
は毎週月曜日と年末年始

な
お
え
や
ま
し
ろ
の
か
み
か
ね
つ
ぐ

く
じ
ゃ
く
お

ぐ

そ
く
じ
ん

ば
お
り
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市政ニュース 
　東西道路信濃川架橋デザイン決まる 
　長岡の復興住宅　能登復興のモデルに 
　大河ドラマに長岡ゆかりの直江兼続が決定 
　市役所の経営改革　現在進行中 
　五輪銀メダリスト中村真衣さん現役引退 
　市民のアイデアふくらむシティホール 
特集 
　結集！与板の底力 

■まちのほっとフォト 
■長岡まつり参加者大募集 
■お知らせ 
■急患診療のお知らせ・市税などの納期限 
■みんなのひろば 

表紙／和紙の里・山野田で、アメリカ先住民の画家リック・ 
バルトーさんと渋海小学校の子どもたちが、伝統の           
「小国紙」を通して交流（5月1日・小国芸術村会館） 
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